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第106図 縄文土器実測図 (46) 991・ 993～994E地区
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第107図 縄文土器実測図 (47)



Ⅷ類 器面調整や施文法などⅦ類dと の強い関連をうかがわせる力＼ Ⅶ類の特徴である日縁

部文様帯の肥厚や逆「 く」字形の屈曲などは全く見られないもので、外面のくびれ付近から

口縁部が外傾または外反 し、文様はこの付近に施されている。器形は、深鉢形のほかに重

形、鉢形などが見られる (1025～ 1077)。 文様は、Ⅶ類 c・ dで見られたパターン化された

文様や貝殻腹縁の単純な連続刺突文などが施されるが、後者が圧倒的に多い。また、 口縁部

にれ土塊を張 り付けたものや貝殻腹縁刺突文と沈線文を組み合わせたものなどもある。口縁

部形態や施文状況によって大まかに次の2類に分けた。

a。 1025～ 1026。 1032・ 1034～ 1037。 日縁部は、 くびれ部分から上が比較的長く、そこに

Ⅶ類dと殆ど同じ文様を施現 肥厚部分や屈曲が無いにもかかわらずt貝殻腹縁連続刺突文

は上下 2段に分けてあり、その間に 1条のナデを巡らせたり (1036)、 上の連続刺突文を強

く施文してその下縁部分を低い段状にしたりして (1032)間 隔を強調しているものもある。

また、1025や 1037の ようにⅦ類 dには見られない変則的な施文のものもある。

b.1027～ 1031・ 1033・ 1038～ 1077。 aに比べると、文様は、 くびれ付近に貝殻腹縁の単

純な連続刺突文を 1条巡らすものが殆どで、上下 2段の文様帯を意識したものは見られな

い。また、 くびれ部分から上の口縁部はaょ りも比較的短いものが多く、 くびれが殆どない

ものや強く外反するものなども見られる。貝殻腹縁の連続刺突文には、丁寧で規則的なもの

と糧雑で間隔の不規則なものとの二者がある。そのほか、 口縁部にコブ状の突起や貼付文を

付けるもの、貝殻腹縁刺突文と沈線文とを組み合わせた文様が胴部にまで及ぶものなども見

られる。この類には、いわゆる「草野式」土器が見られる。

X類 少量出上の上器のうち、磨消縄文 (ま たは擬似縄文)上器、磨研土器及びこれらとほ

ぼ同時期の特徴を持つと考えられる土器などを便宣上一括した (1078～ 1117)。

このうち、1080～ 1083'1085～ 1102は、いわゆる「小池原上層式」～「鐘崎式」土器であ

る。次の3類に分類できる。

a.1080～1083・ 1085～ 1091・ 1099。 幅広の縄文帯と太い沈線文、 口縁部を巡る1条の沈

線文や橋状把手などの諸特徴を持つもの。

b.1092～ 1094。 1098。 沈線文間の幅が狭く、縄文帯も幅が狭いもの。

C.1095～ 1097・ H00～ H02。 沈線文のみを用いて縄文は殆ど見られないか、あるいは、

雑な縄文が少し見られるもの。

このほか、H03～H09は、いわゆる「北久根山式」土器と同時期的な特徴を有する精製鉢

形土器・深鉢形土器と思われる。また、■12～ H13・ 1116～ H17な どは、器面調整が丁寧な

ナデまたはヘラミガキで、1117は、 日縁端部と肩部に巻貝の連続押圧文と連続刻みが見られ

るものである。

X類 少量出土土器のうち、Ⅸ類以外の上器を便宜的に一括した (743。 1118～ 1131・ 1133

140-
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第108図 縄文土器実測図 (48)



第109図 縄文土器実測図 (49)    1018～ 1021B地区  1022E地 区
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第110図 縄文土器実測図 (50)
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第112図 縄文土器実測図 (52)



1051 ・ 1053・  1058-1059。 1061´-1063 /ヽ 地区
第113図 縄文土器実測図 (53) 1056・ 1060B地区  1052・ 1054～ 1055。 1057・ 1064E地区
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縄支土器実測図 (54) 1072B地区  1065～ 1071・ 1073E地区
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～1157・ H68)。

このうち、■22～ H25は口縁部文様帯の成形法がⅢ類にいくらか類似 してお り、この類に

入る可能性がある。H35は、外面に幅広の日縁部文様帯を持つもので、いわゆる「縁帯文土

器」に類似するものであろうか。また、■39は、 口縁部文様帯の沈線文内にも連続刺突文を

施すものである。1147は、内湾気味の口縁部に太めの縦沈線文を連続して施すものく 東臼

杵郡北川町可愛遺跡など県北地方に時 見々られるものである。H52は、 口縁部内面がノミ刃

状に尖 り外面に貝殻腹縁の単純な連続刺突文を施す土器で、宮崎学園都市の平畑遺跡で見ら

れたものと同類のものである。1153～1154の刻目突帯は、「出水式」や「御手洗A式」土器

に類例がある。H55は、橋状把手を持つ壷形土器で、1156と ともにⅧ類 bに含まれるものか

もしれない。1157は、滑石粉を多く含んだ唯―の上器で、刻みのある耳状の貼付文の中とそ

の両側に計 3か所の透かしを持n l168は貝殻腹縁刺突文を弧状に施文するものである。

�類 無文土器は特徴に乏 しいため、便宜的にこの類に一括 した (1158～ 1165・ 1169～

1172。 1178・ H82～ 1187)。

このうち、1164～ 1165は、Ⅷ類 bに色調や調整などが似ている。また、H70～1172な ど、

外面口縁部の下部が若干 くびれるものく H83～H86は、外傾 し直口する口縁部に粘上の突

帯や貼付文などが見られる土器である。

脚鮒 浅鉢 (1188～ 1224)

浅鉢形土器に脚台が付 くものである。浅鉢部分の内面は、沈線文や貼付突帯文、刺突文な

どで、また、脚台部分も沈線文や透かし、刺突文や赤色顔料などで装飾されているものが多

い。1200の ようにⅦ類土器の日縁部形態に類似するものもあるが、殆どはどの時期の上器に

伴 うのか不明であるため、 ここでは一括 して扱った。

底 部 (1225～ 1255)

底部までわかる完形の上器があまり出上 していないのく 上記のどの類の土器にどの底部

が対応するのか不明である。ここでは、一括 して取 り上げ、立ち上が りの特徴で次のように

分けた。

底面から真っす ぐに立ち上がるもの (1225～ 1241)、 底面が外へ張 り出してその上部が若

千くびれているもの (1242～ 1254)、 小さな底面から大きく開いて立ち上がるもの (1255)

などが見られる。1255は、ごく浅い沈線文で装飾された鉢形土器または浅鉢形土器の底部と

考えられる。

(6)土器片錘

土器片を加工 した切目錘は、 6個出上 した (第 126図 1～ 6)。 これらは、長軸の両端に

切目を入れたもので、宮崎市平畑遺跡でA類 とされたものである。いずれも深鉢形土器の胴

部片を用いている。平畑遺跡での各平均値は長軸3.7c紀、短軸2,8cな 重さ10.8♂ であったの

-151-
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第118図 縄文土器実測図 (58)
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第119図 縄文土器実測図 (59) 1159～ 1162A地区  1163B地 区  1158・ 1164～ 1165E地区
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第121図 縄文土器実測図 (61) 1177・ 1181～ 1182A地区  1179B地区  1178・ 1180E地区



鋭け 咽Ⅷ Ⅷ蛇Ⅷ葵 鬼

官%瑾鴛韻許琥
免轡 繕 捻8

Ⅷ
ゞ

縄文土器実測図 (62)  1183～ 1186・ 1188～ 1194・ 1196～1199A地区  1187,1195B地区

― ユ56-

第122図



1203´-1214 /ヽ 地区
1220^‐ 1221 E地区

一-157-―

第123図 縄文土器実測図 (63) 1200´�1202・ 1215-1219 B地 区
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に対 し、当遺跡での各平均値は、長軸3,8c用、短軸2,9o2、 重さ12.8♂ である。

それぞれの内訳は表 2の とお りである。

表 2 土器片錘計測表

番号 出 土 地 ′点 長径 (o胞 ) 短径 (c宛 ) 厚み(c紀 ) 重量 (♂ ) 備  考

1 A地 区 i-8包 含層
つ
０ 12.0 住居 跡 付近

2 A地区j3包 含層
つ
０ 0.9 ピット群付近

3 D地 区b8包 含層 3.4 0.9 12.2 土器 密 集 区

4 B地区SA6南西区 2.3 0,7 方 形 プ ラ ン

5 B地 区o32包含層 3,9 4.2 0.9 17,7 SA5南 側

6 E地 区土器密集区
（
Ｖ 2.5 1.0 南 東 端 部

(7)土器片加工円盤 (第 126.127図 )

土器の口縁部・胴部 。底部などの部位の縁部を加工 して楕円形や円形に整形 している。整

形の方法としては丁寧な面取 りと打ち欠きがあるが、多くのものは打ち欠きで整形 している。

当遺跡において989点出土 しており、内訳は土器密集区が466点 (47.1%)、 A地区が301

点 (30.4%)、 B地区が208点 (21,0%)、 C地区が14点 (1,4%)である。住居などの遺構

からはわずか96点 (9.7%)であり、土器密集区が半数近 くを占めている。重さは表 5の棒

グラフによると4.0-115。 0♂ に分布 しているが、14～27♂ に集中しており、特に18～23♂ に

集中している。重量の平均は24.5♂ である。

上器片加工円盤に利用 している土器の部位は915点 (92.4%)と 胴部片が多く、 口縁部は

57点 (5.8%)、 底部は18点 (1.8%)である。無文は416点 (42.1%)、 貝殻条痕は396点

(40,0%)、 文様は177点 (17.9%)で あ り、無文と貝殻条痕のものが多く利用されてい

る。

7～ 9は穿子とを 1個有する土器片加工円盤く 7・ 8が中央部に孔径0,9o胞 の両側穿孔を

施しているのに対 して、 9は中央上部の縁に孔径 1.lo“の両側穿孔を施 している。

土器片加工円盤の計測と重量は表 3と表 4の とおりである。

(8)石器

石器は203点出土 した。その内訳は磨製石斧64点 (31.5%)、 磨石57点 (28.0%)、 石錘

18点 (8,9%)、 敲石16点 (7.9%)、 石皿14点 (6.9%)、 打製石鏃 12点 (5。 9%)、 台石 9

点 (4.4%)、 のみ状石器 4点 (2.0%)、 石刀 2点 (1.0%)、 その他 7点である。石器組

成の特徴としては、磨製石斧が多 く扁平打製石斧は全 く出上 していない点、磨石の量が多い

点、石錘では切目石錘の割合が高い点などである。石器はA地区が92点 (45。 3%)、 土器密

集区が64点 (31.5%)、 B地区が42点 (20。 7%)、 C地区が 4点 (2.0%)出上 してお り、

A地区のSAloSA2・ SA3周辺で特に出上 している。遺構としてはA地区SA3か ら

-160-
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第127図 土器片加工品実測図 (2)

表 3 土器片加工円盤計測表

番号 出 土 地 区 幅 (o2) 長さ(翻 ) ナ享さ(o2) 重さ(′ ) 縦 文 様 備 考

7 E 34.0 口縁 糸田い汐労泉 穿孔

8 E 27.0 胴部 ナデ 穿孔

9 E 17.8 胴 部 ナデ 穿子し

A.SA2 31.8 口縁 糸田い汐訴泉

A. b-8 13.0 口縁 聯

B.c-32 28。 3 胴部 沈線、刺突文

A.a-8 胴 部 ナデ

B. j-32 68.5 胴 部 条痕、ナデ

D.a-7 41.0 回縁 沈線、刺突文

A.c-9 106.0 底部 ナデ、指頭痕

A 47.5 底部 ナデ

At i-7 1.1 110.0 胴部 ナ戌 条痕

A -3 16,0 底 部 ナデ、指頭痕

A -4 胴 部 額

B. e-33 口縁 ナ式 条痕

B.n-30 0,7 32.0 口縁 亥」目

E 66.0 口縁 貝殻刺突文

E 24.7 胴部 浅沈線

E 31,9 口縁 脇

E 63.8 胴 部 叙

E 5,2 30.0 底部 ナデ、指頭痕

E 15,8 胴部 ナデ

E 胴部 ナデ

E 24.2 胴部 ナデ

一-162-
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上器片加工円盤分布図



試 A B C D・ E 計 弐 A B C DoE 計

0～ 0 0 0 0

1 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0 6

4 1 0 l 2 8

5 0 0 1 1 6

6 3 l 1 9 1 4 7

7 5 1 0 5

8 5 1 3 0 5

9 0

6 7 2 0 7

4 l 0 4

7 5 2 0

6 8 4 0 0 5

2 2 1 4 9

7 2 0 0 4

1 l 0 0 1

0 0 1 3

1 2 1 0 1 4

1 1 0 1 3

0 0 6

0 l 0 3

1 1 0 0 0 1

0 3 0 0

1 0 0 1 1

5 0 1 1 2

1 0 0 1 1

5 0 0 0 0

0 0 0

表4-1 土器片加工円盤重量表 (1)
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弐 A B C D・ E 計 Ⅷ A B C D・ E 計

58- 0 0 0 0 0 0 0

0 1 1 2 0 0

l 0 ユ 0 0 0

1 3 0 0 0

1 1 0 0

1 0 1 0 0

1 0 0 1 0 0

0 0 0 0 0 0

l 0 1 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 1 1 0 l 1

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 1 l 0 0 1

0 0 1 1 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 1 1

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

1 0 0 1 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 1 0 0 1

表4-2 土器片加工円盤重量表 (2)
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憾 石 皿 台 石 磨 石 敲 石 磨製石斧 石錘 石 刀 打製石鏃 盤状石器 その他

A 1

B 0 0

C 3 1

Do E 9 8 5 3 1 1

計 9 3

表 6 石器組成表

磨石 1・ 敲石 1・ 磨製石斧 2・ 石錘 1が出土

いる。磨石・磨製石斧は量が多いため、タイ

しており、石器の組み合せとしては良く揃って

プ別の特徴あるものを図示した。

1 石皿 (第 130。 131図 1～ 4)

石皿は石器全体の6。 9%の 14点出土 してお り、土器密集区で11点 (78.6%)、 A地区で 3

点 (21.4%)である。A地区の場合、 1。 2号住居の北側で出上している。石材は砂岩が 8

点 (57.1%)、 姶良 。溶結凝灰岩が 6点 (42,9%)である。

1～ 4は縁や使用面を加工 してお り、中央の使用面が弓状に緩 く窪んでいる。全体が精円

形に近い形のものであるが、 1が6.3o能 と凹み部が深いのに対 してその他は2.3o駐～3,7ど犯と

浅い。 1のみが姶良・溶結凝灰岩であるのに対 して残 りは砂岩である。 S13出上の 1は半

分が欠如 してお り、長さ25,8θ寛+α、幅34.3o紹 +α、縁部の厚さ10。 8G能、凹み部の厚さ4.5

翻、重 さ8.5物 +αである。 S14出上の 3も半分欠如 しているが、長さ36.4c宛、幅17.2c躍

+α 、縁部の厚さ10,7じ解、凹み部の厚さ7.Oo宛、重さ10。 4物十αである。 S16出上の4は

半分が欠如 しているが、凹み部の深さが 7筋″と非常に浅 く、長さ29,7c麓、幅35.6c鹿+α 、凹

み部の厚さ9,7o寛 である。 S112出 上の 5は四分の三ほど欠女日しているが、長さ18.lc例 +

α、幅 17.5θ宛+α、厚み7.Oc紀、重さ4.7物である。 6は四分の三ほど欠如しているが、長さ

23.6cπ +α 、幅 17.8o陶 +α 、縁部の厚さ10,3G宛、凹み部の厚さ8.0じな 重さ6.5ん,十 αであ

る。

2 台石 (第 132図 5～ 8)

台石は石器全体の4.4%の 9点出土 してお り、すべて上器密集区である。石材はすべて砂

岩である。

S113出上の7は上端部が丸 く、下端部が直線的な形を呈している。長さ31.8o解、幅21,0

‐、厚み10,7c解、重さ10。 4んヮである。 S12出上の8は台形状を呈してお り、下半分を大き

く欠如 している。長さ19,6cη +α、幅18.9c紹 +α、厚み7.8o仏 重さ3.2んヮ十αである。表裏

面 とも部分的にススが付着 している。

3 磨石 (第 133図 9～ 16・ 第139図81～128)

磨石は石器全体の28.0%の 57点出上 してお り、A地区で35点 (61.4%)、 B地区で11点
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第130回 石器実測図 (1)  1～ 2 E地区 S13
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(19,3%)、 土器密集区で8点 (14.0%)、 C地区で 3点 (5。 3%)である。石材は尾鈴山

酸性岩類 (溶結凝灰岩)が 25点 (43.9%)、 砂岩が22点 (38.6%)、 頁岩が 6点 (10.5

%)、 安山岩が4点 (7.0%)で ある。

磨石Aは長さと幅がほば等 しく、 平面形は円形く 断面は楕円形である (11'14・ 81・

82・ H7・ 119。 128)。 Hは長さH.4c鹿、幅 10.Oo婉、厚み4.lG生 重さ750♂ である。 14は長

さH.6o陶、幅9.8o紀、厚み5,Oo紀、重さ900♂ である。81・ 82は A地区SA2出上で、81が長

さ12.3o紀、幅 10。 5じ陶、厚み4.6o能、重さ1物であるのに対 して、82は長さ9。 3じπ、幅8.4じ婉、

厚み4.6c陶、重 さ564′ である。82は側面を平垣にしている。 117は B地区SA3出上である

が、半分欠如 してお り、長さ5。 6じ陶+α、幅9。 lθη、厚み5,Oo4重 さ338♂ である。H9は B

地区SA5出 上で、長さ9。 2o紀、幅8.3o麓、厚み5.Oc紀、重さ552♂ である。120は B地区SA

9出上で、長 さ8.6じ胞、幅8,lθ廃、厚み4.8c密、重さ472♂ である。128は C地区SA4出上で

あるが、半分欠如 してお り、長さ7.9c盟 +α、幅 10。 8θ宛、厚み5。 6o4重さ790ァ である。石

材はH。 14・ 82・ H7が砂岩、81・ 128が尾鈴山溶結凝灰な H9が頁岩である。

磨石Bは長 さと幅の比が3:2で、平面形が脩円形である (9。 12・ 126)。 S115出土

の9は表面は滑らかに研磨されているが、裏面は粗い研磨であり、側面には敲打痕がある。

長さ19.9c婉、幅14.2c陶、厚み5。 9o紀、重さ2.5物である。 12は長さ14.Oo紀、幅9.6c解、厚み5。 6

俯、重 さ682♂ である。126は C地区SA2か ら出土 しているが、半分欠如してお り、長さ

5,4θ筋+α、幅6.8じ宛、厚み5.Oo婉、重さ244ヲ である。石材はすべて砂岩である。

磨石Cは長さと幅の比が2:1く 平面形が長楕円形である (10。 13)。 10は表面が若千

窪んでお り、長 さ23.4θ寵、幅 10。 9o紀、厚み6.3o犯、重さ1.8修である。 13は長さ13.Oc婉、幅

11.0俯、厚み7.lc胞、重さ1.4んヮである。側面には敲打痕があ り、表面が丸みをもつのに対 し

て裏面は平坦である。石材はすべて砂岩である。15'16は一部欠如 している。

4 敲石 (第 134・ 135図 17～23・ 第140図 132・ 136。 137)

敲石は石器全体の7.9%の 16点が出上 してお り、A地区が 8点 (50。 0%)、 土器密集区が

5点 (31.3%)、 B地区が 3点 (18.8%)である。石材は安山岩が 6点 (37.5%)、 砂岩が

5点 (31。 3%)、 尾鈴山酸性岩類 (溶結凝灰岩)と花蘭閃緑岩が各 2点 (12.5%)、 岩石C

が 1点 (6.2%)で ある。

敲石Aは長 さと幅がほぼ等 しく、平面形が円形で、断面形は楕円形である (17・ 136・

137)。 17は長さ11.9c筋、幅10。 lo陶、厚み5.3o陶、重さ613′ である。 136は B地区SA3出土

で、長 さ10。 4o陶、幅9.3o紀 、厚み4.4c能、重さ714′ である。137は B地区SA9出上である

が、半分欠如 してお り、長さ8.3o陶 十α、幅9,7o婉、厚み6.5o4重 さ766♂ である。137は平

面形が隅九方形で、厚みが非常にある。石材はすべて安山岩である。

敲石Bは長さと幅の比が3:2で、平面形が惰円形である (18・ 20。 21)。 18は側面が直
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線状を呈 し、表裏面とも丸みを有 している。長さH.5o解、幅7.lo4厚み4.4oη、重さ608ヲ

である。20は側面に敲打痕があ り、表裏面 とも平坦に仕上げている。長さ10。 8c寵、幅7.5

c宛、厚み4.Oo陶、重 さ545♂ である。21は側面に敲打痕があり、表裏面とも丸みを有 してい

る。長 さ14.7じ掏、幅 11.5c陶、厚み6.5o解、重さ1400♂ である。石材は18の岩石B以外は砂岩

である。

5 磨製石斧 (第 135～137図24～ 45。 第140図 139～ 159)

磨製石斧は石器全体の31.5%の 64点が出上 して溶り、土器密集区で28,点 (43.8%)、 A地

区で24点 (37.5%)、 B地区で16点 (25.0%)である。石材はホルンフェルスが27点 (42.2

%)、 岩石 Bが 12点 (18。 8%)、 岩石Cが 8点 (12.5%)、 頁岩が 5点 (7.8%)、 砂岩が

3点 (4.7%)、 岩石Dが 2点 (3。 1%)である。磨製石斧は形態によって次のように分かれ

る。

石斧Aは基端部と刃部幅がほば等 しく、断面形が楕円形の厚手のタイプである (24～

27)。 完形のものはないが、幅は5.9-6.7c陀 く 4個のうち 3個は6.5-6.7cttVこ 集中してい

る。刃部は両刃で、厚みは3.3～ 4o2である。A地区SA3出上の24は基端部と刃部を欠如

してお り、長 さ11.lo“ +α、幅6.5c紀、厚み3.9c腐、重さ517♂ である。石材は24。 26が岩石

B、 25がホルンフェアレス、27が岩石Aである。

石斧 Bは基端部幅 と刃部幅がほぼ等 しく、断面形が惰円形の薄手のタイプである (28・

29)。 28は基端部が若千欠けている程度でほぼ完形であ り、長さ9。 5o陶、幅5,Oo廃、厚み2.9

o犯、重 さ228′ である。全面に研磨を施 している。29は基端部と刃部を欠如 しているが、幅

4.7cη、厚み2.9c“、重さ265♂ である。石材は28がホルンフェルス、29が岩石Cである。

石斧Cは基端部幅と刃部幅が 1:2と なり、側面を平坦に仕上げてお り、断面形が惰円形

のタイプである (30～ 36・ 44・ 139。 157～ 159)。 A地区SA3出上の139は基端部と刃部を

欠如 してお り、断面形は側面を平坦に仕上げている。重さが520♂ と重い。 B地区SA5出

上の157は刃部を大きく欠如 している。 B地区SA7出上の 158は刃部と裏面を欠如 してい

るが、小型の石斧である。 B地区出上の159は 158と 同タイプの小型の石斧であり、基端部と

刃部を若干欠如 しているが、長さ9.7じ筋、幅5。 3c麓、厚み2,7o次 重さ198ヲ である。 B地区S

A8出上の30は基端部と刃部を欠如 してお り、長さ10.6o吹 幅5.6c解、厚み3.5c舵、重さ339

′である。34はほば完形く 長さ10。 5o陶、幅5.5o紀、厚み3.Oc盟、重さ244′ である。刃部は

両刃である。35も ほば完形であり、長さ11,5じ寛、幅 4.8o4厚み3.2c生 重さ272♂ である。

36は基端部が欠けているが、長さ9.Oo例 +α 、幅6.Oc寵、厚み3.Oc仏 重さ300′ である。44は

基端部を平坦に仕上げてお り、長さH.4o解、幅5,2θ協、厚み3.2o4重さ264ァ である。石材

は31・ 157・ 159が岩石 B、 30・ 44。 139がホルンフェルス、35。 36が岩石 A、 32・ 33が岩石

D、 34が岩石Cである。
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石斧Dは基端部と刃部幅がほば等 しく、断面形が楕円形の薄手のタイプである (37)。 37

は基端部が欠けているが、長さ10.6o解 +α 、幅5,3o“、厚み1.6cな 重さ152′ である。石材

はホルンフェルスである。

石斧 Eは基端部が細く丸 く、刃部幅も狭い乳棒状石斧のタイプである (38～42・ 143)。

完形はなく、すべて刃部を欠如 している。40は刃部を考干欠如 しているが、長さ13.4o能 +

o、 幅 5.2c紀、厚み3.lo胞、重さ322′ である。断面形は惰円形であるが、38のみが他の石斧

より厚みがあ り、円形に近い。143は刃部を欠女日しているが、ほば原型が窺うことができ、

長さ15,3c紀、最大幅 5.9θ胞、厚み3.7o胞、重さ442′ である。石材は39・ 40・ 42が頁岩、41・

143がホルンフェルス、38が砂岩である。

石斧Fは側縁が平坦に仕上げており、基端部と刃部幅の差が大きいタイプである (43)。

43は刃部が大きく欠如 して第 り、長さ9.7o紀 +0、 幅5。 7c仏 厚み3.3cな 重さ236♂ である。

石材は岩石Bである。

6 石錘 (第 137図 46～ 54・ 第141図 179～ 187)

石錘は石器全体の8。 9%の 18点が出上 してお り、A地区が 9点 (50。 0%)、 B地区が 6点

(33.3%)、 土器密集区が 3点 (16。 7%)である。石錘の内訳は打ち欠き石錘が 5点 (27.8

%)、 切 目石錘が13点 (72.2%)で 、石材は砂岩が10点 (55,6%)、 頁岩が 8点 (44.4

%)である。

46～ 49。 179は川原石の打ち欠き石錘で46・ 48が長軸方向に打ち欠きを入れているA類で

あるのに対 して49は短軸方向に入れているB類である。長さと幅がほぼ 1:1の a類 (47・

48・ 179)と はば3:2の b類 (46・ 49)がある。 B地区SCl出上の179は長さ3,9c麓、幅

3.6c麓、厚み1.Oc能 と平面がほば円形に近い円礫に、打ち欠きを入れている。A地区出上の

47・ 48は長さ5.6～5。 9c解、幅 5,4c寛、厚み1.5～ 1.6c紀 とほぼ同じ法量である。A地区出上の

46と 49は切目の方向が違 うが、長さ5.5～ 5,6c協、幅3.2～3.5鍬 厚み1.2～ 1.3o紹 とほぼ同じ

法量である。179が22♂ と軽 く、46が 32.5′ 、49が36′ と30♂ 代であるのに対 して、47が72

♂、48が74ヲ と70♂代である。石材はす
べて砂岩である。

50～ 54・ 180～ 187はすべて長軸方向に切目を入れた切 目石錘である。長さと幅がほぼ 1:

1の a類 (52・ 54。 182)と ほば3:2の b類 (181・ 185)と ほば2:1の c類 (51・ 53・

183)が ある。50以外は通有の石錘であるが、50は長さ10,9c弘 幅3,9じな 厚さ0.8o解 と長目

で厚さが薄い。 182は B地区SA3出上で長さ4.loη、幅3.6c次 厚み1.lc胞である。180は切

日の後に敲打を行っている。186が 10′ 、187が 14′ と軽 く、51が20.5♂ 、52が22♂、 182が

24♂ と20♂ 代であるのに対 して、181が 36′ 、184が42♂ 、185が 46♂ 、50が60♂、180と 183

が78♂ 、53が 83♂ であり、54は 182′ と最も重い。石材は頁岩が 9点 (64.3%)で あるに対

して砂岩が 5点 (35。 7%)である。
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7 石刀 (第 138図55～ 56)

石刀は石器全体の1.0%の 2点が出上 してお り、両者ともB地区である。石材は両者とも

頁岩である。

55の石刀はゼー32か ら出上 し、文様は線刻による2条の沈線間に格子目文を施す組み合わ

せである。沈線は幅 2筋″、深さ 12″である。 2つの文様の間は無文である。全面に研磨が施

されてお り、断面は楕円形状を呈している。周辺はほとんど割れてお り、現存長さ4.4θ解、

現存幅2.5o寛、現存厚み1,Oc紀である。

56の石刀はm-32から出土 し、55の石刀とは別個体であるが、平面形は長方形状で 1ケ所

に 2π紀ほどの快りを有する。断面は楕円形状を呈 している。表面はかなり風化 しているが、

研磨を施している。前後で割れているが、現存長9,lC例、現存幅12.5o紀、現存厚み1.4じ解であ

る。

8 打製石鏃 (第 138図 57・ 58・ 第141図 188～ 197)

打製石鏃は石器全体の5,9%の 12点 が出上 してお り、 A地区とB地区とも4点 (33.3

%)、 土器密集区が3点 (25.0%)、 C地区が 1点 (8.3%)である。石鏃の形態は凹基無

茎鏃が10点 (83.3%)、 円基鏃が 2点 (16。 7%)である。石材は黒耀石が 6点 (50.0%)、

チャー トが4点 (33.3%)、 花蘭斑岩と流紋岩が各 1点 (8.3%)である。

B地区SAl出上の195は基部の択入りの深い凹基無茎鏃でチャート製である。B地区S

A4出上の198は基部が丸みを帯び、側縁が直線麟 の円基鏃で姫島産の黒耀石製であ

る。B地区k-30出上の196t1193と 同タイプの円基鏃である。B地区SA6出上の194は基

部が凹状で側縁が内湾状に膨らむ凹基無茎鏃で、流紋岩製である。C地区SAl出上の197

は脚端部を片友欠如している正三角形状の凹基無茎鏃で、チヤート製である。長さ1.4o解、

幅 1.lo陶、厚み3.Oc“、重さ0。 3ヲ と最小?石鏃である。57は基部が凹状で、側縁が直線状の

長めの凹基無茎鏃である。58も 凹基無茎鏃であるが、長さ1,7c気 幅 1.7o掏、厚さ0,3c寵 と形

態は正三角形状である。重さは57が 1。 1♂ 、58が 0。 9ヲ である。土器密集区のb-7出上の

188は側縁部がそれぞれ 7個の鋸歯状を呈している凹基無茎鏃で、チヤート製である。長さ

2.6o寵、幅1.3印、厚み0.3c用、重さ1.0′ である。上器密集区のb-8出上の189と A地区g

-6出上の190は縦長の凹基無茎鏃である。189は長さ3.Oo寛、幅1.8c生 厚み0,3c加、重さ1.2

′と最大の石鏃である。190は剥片を素材として整形しており、花蘭斑岩製である。A地区

,-5出上の191は尖頭部先端が丸みを帯びた凹基無茎鏃で、黒耀石製である。A地区j一

6出上の192は剥片を素材として正三角形状の凹基無茎鏃で、姫島産の黒耀石である。

9 有孔軽石加工品 (第 138図 59)

A地区出上の59は周縁部を円形に調整して中心部に径1.2o解の小さい孔を施している。断

面はソロバン玉状を呈しており、両面から穿孔 している。浮子の可能性がある。直径5。 1
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ど
"、

厚さ1。 9じη、重さ8,0♂ である。

10 スクレイパー (第 138図60)

A地区 ,-3出上の60は快 りを入れ、刃部を打ち欠いて整形 しているが、先端部は折れて

いる。断面はレンズ状を呈 している。長さ8.6o阿 +0、 幅4.Oo4厚み0,7c解、重さ32′ であ

る。石材は岩石Cである。

H 撃状石器 (第 138図61・ 62、 第141図 199。 200)

攀状石器は石器全体の2.0%の 4点が出上 しており、A地区で 3点 (75,0%)、 土器密集

区で 1点 (25,0%)である。

61は基端部幅と刃部幅がほぼ等 しく、両刃で断面がカマボコ状である。長さ8,4o解、幅2.9

o解、厚み1,lc陶、重さ51♂ である。62は基端部幅と刃部幅がほぼ等 しく、細身であり、断面

が隅丸長方形である。長さ8.Oc寛、幅1.4θ婉、厚み0,7o初、重さ16♂ である。

12 円盤形石器 (第 138図63)

A地区 f-4出上の63は頁岩の周縁部を円形に打ち欠いてお り、直径9。 lc鹿、厚さ1.3c廃、

重さ152′ である。

13 円盤形石製品 (第 141図204)

204は砂岩を表裏面は磨研し、縁部は面取 りを行って正円形に整形 している。長さ2.8c仏

幅2.8c陀、厚み0.6o2、 重さ7.0′ である。

譲 石 皿 台 石 磨 石 敲石 磨製石斧 石 錘 石 刀 打製石鏃 撃状石器 その他

A

B 2 2

C

D

E

F

G 1

H

I

J 1 1 1

K 2

L

M

N

O

計 9 4

表 7 石器石材組成表 (石 材のアルファベットは石器の九例と同じ)
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石 器 観 察 表 石 材 凡 例

岩石名区分

A 砂岩 (礫岩)

B 頁岩

c 尾鈴山酸性岩類 (溶結凝灰岩)

D 姶良・溶結凝灰岩

E 安山岩

F 花開閃緑岩

G ホルンフェルス

H 岩石A

I 岩石 B

」 岩石 C

K 岩石 D

産地不明の岩石の特徴

H 岩石A

宍戸 章氏分類

白黒のゴマシオ状で細粒の花闘閃緑岩といった印象がある。石器表面に風化面なし。

有色鉱物は暗緑色粒状で結晶形不明。

A'と したものは、これが更に細粒化したものと思われる。

I 岩石 B

暗灰色～暗黒色基質中に 1孵π大の粒状
～

粒状黄褐色斑を極めて多量にもつ、表面風化

が著しい。

黒雲母の集合体の他、全体に微細な雲母が点在する。

J 岩石 C

帯紫暗灰色の基質中に 0.1～ 0.2翻大の微細な自～黄褐色斑を極めて多量にもつ。

石器表面は風化し、微細な斑が溶脱して虫食い状を呈す (斑は時に 1翻大のこともあ

る。)

砂質岩の熱変成岩 (ホ ルンフェルス)である可能性が高い。

K 岩石D

微細なゴマシオ状で、帯紫暗灰色～暗灰色の岩石、表面風化は殆どない。

黒色斑は 0。 1～ 0.2翻大の柱状～粒状で輪郭ははっきりしない。

泥質岩の熱変成岩 (ホ ルンフェルス)の可能性が高い。

L 黒燿石

M チャー ト

N 花開斑岩

O 流紋岩
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表 8 丸野第 2遺 跡 出土石 器 観察 表

番号 器 種 グ リット 最添)長 即 晰 罠′暴 石質 備 考

1 石 皿 E 25.8+α 34.3+α 4.5 8.5彰 D

2 〃 E 26,7+α 24.4+α 9.6彰 A

3 〃 E 36.4 17.2+α 7.4 10.4彰 A

4 〃 E 29.7+α 35.6+α 140彰 A

5 台 石 E 18,1 17.5 4.7彰 A

6 〃 E 23.6 17.8 10.3 6.5珍 A

7 〃 E 31.8 21.0 10.7 10.4彰 A

8 〃 E 160+α 7.8 3.2彰 A

9 磨 石 E 14.2 5。9 2.5彰 A 磨 石 B
〃 E 23.4 10。9 63 1.8彰 A 磨 石 C

11 〃 E 1■4 10,0 4。 1 75a0 A 磨 石 A
″ Bn-31 140 68Z0 A 磨 石 B
″ E Ｏ

ｕ 1.4彰 A 磨 石 C
14 〃 E 1■8 9.8 50 9000 A 磨 石 A

〃 Af-7 11.3+α 8.3+α 8320 C

〃 Ae-7 10.0 8.5+α 7240 C

17 敲 石 Aj-3 （
υ 61a0 E 敲 石 A

18 A 60&0 Ｔ
Ｊ 敲 石 B

〃 E 7.6+α 7.1+α 2510 E

〃 A 10お 40 5450 A 敲 石 B
〃 E 14.7 1■5 1,4彰 A 敲 石 B

〃 E 5,3+α 8,9 472.0 C

〃 E 6.7+α 5.8 5240 C

磨製石斧 A 11.1+α 51猛0 I 石 斧 A
〃 Db-8 11.4+α 4540 G 石 斧 A
〃 E 11.2+α 3950 I 石 斧 A
〃 E 鮒 +α 40 3320 H 石 斧 A

28 〃 E 5ヽ,0 228.0 G 石 斧 B
〃 Be-31 110+α 4.7 26a0 石 斧 B
〃 B 1〔Ю+α 5.6 3390 G 石 斧 C
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番号 器  種 グ リ ト 勇締 郡 員益
「

課β辱 石 質 備 考

磨 製 石 斧 A 104 +α 4.1 3840 I 石  斧  C
〃 Db-8 10.3+a 33&0 K 石  斧  C

〃 E 6.3+α 5,1 14a0 K 石  斧  C

34 〃 E 2440 Ｔ
Ｊ 石  斧  C

〃 E 4.8 27Z0 H 石  斧  C

〃 A 190+α 6.0 300.0 H 石  斧  C

〃 Ai-6 10.6+α 10.6 152.0 G 石  斧  D

38 〃 E 7.7+α 4.6 3.8 165.0 A 石  斧  E

〃 Ah-6 3.0 322.0 I 石  斧  E
刀
仕 〃 Ai-8 322.0 I 石  斧  E

41 〃 Ai-8 +α 262.0 G 石  斧  E
И
生 〃 Da-7 10.8+α 4.7 264.0 I 石  斧  E
猪
仕 〃 Dc-8 9.7+α 236.0 I 石  斧  F

44 〃 E 5.4+α 92.0 G 石  斧  C
刀
仕 〃 A」-3 5B+α 62.0 B

刀
生 石 錘 Ag-7 3.5 32.5 A 打ち欠 き石錘

刀
■ 〃 Ah-6 5.4 720 A 打ち欠 き石錘

48 〃 E 5.4 740 A 打ち欠 き石錘

〃 Af-4 3a0 A 打ち欠 き石錘

50 〃 Ah-4 4.0 0.8 6a0 B 切 目 石 錘

51 〃 A 20.5 B 切 目 石 錘

〃 Da-7 4.5 220 B 切 目 石 錘

〃 Ag-7 猛0 8a0 B 切 目 石 錘

54 〃 Ae-7 8,3 1820 B 切 :目 石 錘

氏
υ 石 刀 B 45+α 9.5+α 1■5 B

氏
υ 〃 B 9.1+α 33.5 B

打 製 石 鉄 Ah-5 2.2+α 1.8 0.4 L 凹 基 無 茎 鉄

58 〃 E 0.4 L 凹 基 無 茎 鏃

考陶 暉堺 A 4.3 &0

スクレイ′ヾ― AJ-3 8.6+α 320

のみ状石器 A 8.4+α 510 Ｔ
Ｊ



番号 器 種 グ リッド 員益帰 員益炉 員益
「

罠ヲ帰 石 質 備 考

のみ状石器 A
Ｏ
Ｏ 16.0 B

円盤形 石 器 A f-4 Ｏ
Ｏ 1520 B

64 E 8.6 2o.o B

石  皿 A i-6 31.7+α 34.5 9,0彰 D

〃 A簾 4 23.1+α 27.3+α 8.0町 A

〃 A i-3 15。4+α 14.5+α 2.0聰 D

68 〃 E 41.0 31.0 15。 1彰 A

〃 E
Ｏ
Ｏ 25.2 8.5彰 A

〃 E 27.0+α 14.3+α 6.5彰 A

〃 E 2■3+α 23.0+α 3.0 2.4彰 A

〃 E 24.6+α 17.6+α 4.3 4.O it7 D

〃 E 19.6+α 9,8 8.5 2.0彰 D

〃 E 12.9+α 8.0+a 1.0聴 D

台  石 E SI-1 33.2 26.8
1と。1

9.2
15.0彰 A

〃 E SI-13 35.0 23.0 10.1彰 76は 7と 接合

〃 E SI-6 24.5 22.5 認鍔 4.0彰 A

78 〃 E SI-21 28.0 2a0 45珍 A

〃 E 41.3 22.0+α 8,0 9.0聴 A

80 〃 E 2&0+α 19。2+α 6.0彰 A

81 磨  石 A SA2 12.3 4.6 10kヮ C 磨 石 A

82 ″ A SA2 8.4 4.6 564.0 A 磨 石 A
Ｏ
Ｏ

〃 B SA4 3.3+α 3.3+α 2.8+α 38,0 C

84 〃 A SC4 5。1+α 4.2+α 3.7+α 90.0 C

Ｏ
Ｏ

〃 A SC4 6.3+α 5.1+α 3.7+α 162.0 C

０
０ 〃 A 8.1 458.0 C 磨 石 A
Ｏ
Ｏ 〃 A 5,7+α 6.0 414.0 A

88 〃 A h-7 10。9
Ｏ
Ｏ 744.0 B 磨 石 A

Ｏ
Ｏ 〃 A 12.5 1■7 5.3 1.0彰 E 磨 石 A

90 〃 A ♂-8 8.6 640.0 A 磨 石 A
〃 A 4.0 454.0 C 磨 石 B
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番号 器  種 グ リッド 暴益偏話 炉 員益層 重 量
(ワ )

石 質 備 考

磨  石 A i-4 97 8.6 548.0 B 磨 石 A
〃 A j-5 84 8.2

Ｏ
Ｏ 3960 C 磨 石 A

94 〃 Ah-7 102 632.o A 磨 石 B
〃 A i-3 14,0 8.3+α 810.o A

〃 A i-7 11.6+α 8,9+a 4.9 780.0 C

〃 A j-3 15。6 7.8 1.0彰 C 磨 石 C
98 〃 A j-3 5。 0 5040 A 磨 石 C

〃 A t-4 6.7+α 5,1 522.0 A

A 10.6+α 7.1+α 4.9 482.0 B

〃 A 12.0+α 7.3+α 4.2 468.o C

〃 A j-8 4.6-■ α 36&0 C

〃 A 7.0+α 7.5 432.o A

〃 Ai-25 7.4+α 8.1 4.0 290.o A

〃 A j-7 5。3+α 6.8 300.o B
（
υ 〃 A f-8 5.3+α 8.8 292.o C

〃 A j-5 2.6+α 96.0 B

108 〃 Ah-4 13.8+α 45+α 4.7 330.o C

〃 A j-2 5.8+α 5。3+α 3,6+α 154.0 C

″ D c-8 8.5+皮 3.8+α 4.5 154.0 E

〃 D a-6 4.6+α 3.1+α 5.3 122.o C

〃 A j-8 5.5+α 3.5+α 4.8 108.o E

〃 A i-8 5,1 4.4 82.o E 磨 石 A
114 〃 A i-6 4.8+α 3.5+α 4.2 lo ao A

115 〃 A 6.3+α 3B+α 14+α 3 αo C

〃 A j-3 7.3+α 2.2+α 4.0+α 7Zo C

〃 B SA3 5。6+α 33a0 A 磨 石 A
118 〃 B SA3 10。7 2.6+α 176.o C

〃 B SA5 8.26 5。 0 522.o B 磨 石 A
120 〃 B SA9 8.6 8.1 48 472.o A 磨 石 A

〃 B j-31 1■33 7.2+α 5.8 656.o A
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番号 器 種 グ リッド 篭偏 暴査摂員益「
量
＞∂

重
く 石 質 備 考

磨 石 Bc-33 8.3+α 6610 C

〃 Bか 32 10.5 4.6+α 42Q0 C

〃 B診-32 6.0+α 4お 263.0 A

〃 Bi-30 7.8+α 2.4+α 4.8 108.0 C

〃 C跳 2 5.4+α 6.8 244.0 A 磨 石 B

〃 C 8.8+α 7.7+α 622.0 C

128 〃 C SA 4 7.9+α 10.8 79Q0 C 磨 石 A

〃 E 7.4+α 6.4+α 1.5+α 9Q0 A

130 敲 石 A 10_0 772.0 A 敲 石 A
″ A SCll 9.9+α 8.8 4.8 68Q0 A

〃 B SA 7 7.2+α 3.2+α 4.7 124.0 E

〃 Ai-4 7.3+α 4200 A

〃 A併 7 8.1 4.7 623.0 F 敲 石 A
〃 Ai 5 I C10 7B 4。7 608.0 F 敲 石 B

〃 B SA 3 10.4 4.4 7140 E 敲 石 A

〃 B SA 9 8.3+α 766.0 E 敲 石 A

138 〃 D 11.8+α 3B 608:0 E

磨製石斧 A SA 3 11.9+α 520.0 G 石 斧 C
刀
仕 〃 A SC 64+α 36.0 G

141 〃 A 8.3+α 185.0
Ｔ
Ｊ 石 斧 C

142 〃 Aユー 5 388.0 J 石 斧  C

加
↑ 〃 A 15,3 442.0 G 石 斧 E

144 〃 Ai-3 1■3 14 118.0 I 石 斧 F
刀
生 〃 D Cr 8 8.3

‐
４ G

146 〃 D卜 6 95 258.0
Ｔ

Ｊ 石 斧  C

147 〃 Aj-4 5,8 286.0 G 石 斧 A

148 〃 A 6.5 365.0 J 石 斧 A

149 〃 D卜 8 7.0+α 4.4+α 4.6 124.0 H 石 斧 A

〃 Aj-4 7,7+α 222.0 I

〃 Aj-2 6.9+α 4.6+α 190.0 I 石 斧 C
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番号 器  種 グ リ ド 員益斥話拝 篭帰 勇ヲ辱 石 質 備 考

磨製石斧 A i-2 6.2+α
bU
46+α 4.3 200.o G 石 斧 C

〃 Aj-7 8.1+α 4.3+α 1.3+α 52.0 H

154 〃 Ai-7 5。8+α 3.6+α 1.3+α
Ｏ
Ｏ B

〃 D卜 8 5。2+α 3.6+α 1.0+α G

″ Aj-7 6.6+α 2.5+α 1,0+α ０
０ B

〃 B SA 5 10。9+α 6.5+α 328.0 I 石 斧 C
Ｏ
Ｏ 〃 B SA 7 6.8+α 4.5 G 石 斧 C

〃 B SA 8 9.7+α 198.0 石 斧 C

160 〃 B SA 3 5。9+α 49 0,9+α 38.0 J

〃 Bj-33 10.2+α 246.0 G 石 斧 C
〃 Bm● 32 9.7+α 210.0 H 石 斧 C
″ B 9.2+α

ワ
‘ 2.5+α 214.0 G 石 斧 C

164 〃 B h 31 10.3+α ■8 154.0 G 石 斧 D

165 〃 B j-31 11.8+α 3.8 530.0 G 石 斧 A
〃 Bゼー32 9.4+α 4.2+α 402.0 G 石 斧 A
〃 Bj-33 6.2+α 3.8+α 248.0 G 石 斧 A

168 〃 B i-32 6.2+α 17■0 H

169 〃 B 鯵-31 6.1+α 218.0 A 石 斧 C
〃 B j-31 5,3+α 4.5+α 1.0+α G

171 〃 Da 7 9.1+α 3.4+α 302.0 A 石 斧  C

172 〃 Da-6 9.5+α
０
０ 3.3 240.0 J 石 斧 C

Da-8 6.0+α 172.0 G 石斧 C44と 接合

〃 E 8.4+α 5.4 1.8 108.0 G

〃 E 9.5+α 112.0 G 石 斧 D
〃 E 4.0+α 4.0 1.6+α G

〃 E 7.1+α 2.2+α G

178 〃 表 採 9.9+α 64 330.0 G 石 斧 A

錘石 B SC l ■0 A 打ち欠き石錘

Ｏ
Ｏ 〃 A Ｏ

Ｏ A 切 目 石 錘

０
０ 〃 A 3.5 A 切 目 石 錘
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番号 器  種 グ リッド 暴本偏 乾炉 乾「 雲ヲ帰 石 質 備 考

182 石 錘 B SA 3 4。 1 1.1
24.0 A 切 目 石 錘

０
０ 〃 Be-32 ０

０ 4.2 lB 78.0 B 切 目 石 錘

184 ″ Bf-31 14 42.0 A 切 目 石 錘

185 〃 B卜 30 14 46.0 A 切 目 石 錘

Ｏ
Ｏ 〃 Bm=31 3,7+α 2.6

０
０ 10.0 B 切 目 石 錘

Ｏ
Ｏ 〃 Da 7 4.3 0.7 14.0 B 切 目石 錘

188 打製石鏃 D卜 7 0.26 M 凹基無墓鏃

Ｏ
Ｏ 〃 D卜 8 3.0 ■8 0。3 L 凹基無茎鏃

190 A景 -6 0。4 i45 N 凹基無茎鏃

〃 Aj-5 4.7 I 凹基無茎鏃

〃 Ai 6 Ｏ
Ｏ 0.7 L 凹基無茎鏃

193 〃 B SA 4 0。35 L 円 基 鏃

194 〃 B SA 6 ■4 O 凹基燿茎鏃

〃 B SA l 0.35 M 凹基無茎鉄

〃 Bを 30 1.1 i35 M 円 基 鉄

〃 C〔決 1 ■4 0.3 M

198 Ai-4 4.3 94.0 G

Dみ状石斧 Aj-7 9.5 6.15 B

〃 E 4。 9 5.75 B

磨製石斧 A 25.45 B

〃 Ai-8 5.5+α 3.8 18.58 B

E 5.6+α 3.35+α A

204 Ai-3 2.8 2.8 A
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第6節 弥生時代の遺構と遣物

弥生時代の遺構 としてはA地区のh-8・ 9で長方形プランの竪穴住居が 1軒検出された

のみである。

(1)竪穴住居

SAl(第 142・ 143図 )

SAlの規模は長さ585c解、幅415c麓、深さ60能の規模く 主軸はほば東西方向である。柱

穴は南北方向に長径80o宛、短径50c腐、深さ9o胞の精円形プランのピットと長径100o紀、 短径

65θ犯、深さ41o犯 の不定形プランのピットの 2本柱である。南のピットは摺 り鉢状の断面を呈

し、長さ17c宛、幅 9o能の石 4個 と伴に、磨製石鏃 2が出上 している。このピットの埋上の断

面を見ると黒褐色土層 (Hue7.5Y R 2/2)の 中に暗褐色土層 (H u e10YR 3/3)が

柱状に入っている。埋土は I層が 1～ 322の細礫及び白色の細粒を含む暗褐色土層 (Hue

10Y R 3/4)、  I層が灰褐色の粘土粒及び小ブロックを合み、黄褐色のパ ミスをわずかに

含む褐色土層 (Hue7,5Y R 4/4)である。無茎磨製石鏃や未製品 。剥片が多数出土 して

お り、土器片は出上 したが、図化できるものはなかった。

磨製石鏃の製品は 3点出上 してお り、すべて無茎鏃である。 1は基部と表裏面の磨きが不

十分であ り、半製品である。長さ4。 lc陶、幅2.3c寛、厚み0.25f7z、 重さ3.4ヲ 。 2・ 3は基部

と表裏面は丁寧に磨かれてお り製品である。 2は長さ3.4G仏 幅2.6o仏 厚み0.3o陶、重さ3.3

′である。 3は長さ4.1師、幅2.Oc能、厚み0,2o麓、重さ2.0′ であ り、 2よ り細身である。 1

～ 3の石材はすべて頁岩である。

6は 1.5c麓間隔で3ケ所に穿孔を施 した軽石製加工品で、不定形の 3辺に面取 りを行って

いる。穿子との子し径は0.8c紀 、0,5θ紀、0.3o“ で両側穿子しである。穿孔の 1つは貫通 していな

い。長さ6.lc陶、幅3.8c麓、厚み2.lc解、重さ11.8♂ である。

(2)弥生土器

弥生土器はA地区と上器密集区で少量出上 している。

壷  (第 144図 1～ 4)

1は頸部が緩やかに伸びながら外反する壷である。内外面とも風化 して消 り、調整は不明

であるが、ヨコナデの可能性がある。 2は壷の頸部片である。 3は内外面とも丁寧なヨヨナ

デを施 している壷の頸部である。 4は 3条の三角形突帯を有する壷の肩部である。内外面と

もヨヨナデを施 してお り、表面にはlkaが付着 している。

鉢  (第 144図 5)

5は 口縁部が内湾 しながらほぼ真直に立ち上が り、椀状を呈する器高の低い鉢である。日

唇部はヨコナデで丸 く仕上げてお り、内外面とも風化 している。
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|

I暗褐色■(7 5YR3/4)粘性は強くヌメリがある。05～ 24m程度の砂粒を合み、ザラつく感じで締

まりはない。

Ⅱ 黒掘色■(7 5YR2/2)粘性は普通で結まりがよい。自色粒子を多く合み、砂散も含むがI層 より少

ない。炭化物を多く合tr。

El黒福色■(7 5VR2/2)土質は1層 に類似するが、より締まっている。黄褐色のパミスを合み、手細

りがザラザラしている。炭化物をわずかに含む。

IV暗掘色土(10YR3/o)粘性は弱く、1-El層 より締まりは調い。黄掘色のパミスを多量に合み、径

05～ 2∞程度のパミスのアロックも合む。

弥生SAl内 SHl

0          1m

弥生SAl土層断面図

暗B8ζ■(10VR3/4)粘性中程度、締まりがよい。1～ anmp細 礫及び自色の細粒を含む。

黒褐色■(7 5YR3/1)粘性中程度で締まりがよい。自色粒子を億かに合み黄褐色パミスも値かに合む。
にぶい黄褐色土   粘性弱くザラザラしている。黄褐色のパミスを多く合み、径1～ 3cm程度のア

(10YR,■ )ロ ック状になっているところもある。

褐 色 土(7 5YR4/4)粘性強くスメリがある。締まりはよい。灰掲色の粘■粒及υ`」ヽプロッタを合
J」 。黄褐色のパミスを値かに合J。

I

I

皿

IV

く
=====> 1       (=====> 2       

く

″
~  5

第143図 弥生SAl内 SHl実測図、弥生SAl土層断面図 弥生遺物実測図

-  6
1～ 4.弥生SA l
5.A地区g-6.6,A地 区
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奏 (第144図 6～10)

6は日唇部は平垣に仕上げ、i内側がわずかに肥厚する逆■字形の日縁部く 7‐ 9‐ 10の

よ)な 3条の三角形突帯を下位に有する寮である。日径は26.6第汽 内―外面ともヨ
=ナ

デを
―

施しておゆ、熊が付着している。 7も 0と同―タイ|プである。7・ 0・ 10も 内外画ともヨヨ

ナデを施しており、煤が付着している。15・ 16の充実した底部慮.6.7に伴う底部唸.内外―

面ともナデを施しているこ14-が本の葉底わ平底であるのに対して、15は上げ底である。底径

は1ゆ粕,7鉱 15カ▼。1読である。

12は口縁部がほぼ直線的に舛反虫
「

唇部は平埋興味に仕上げている
.。

内外面ともヨコナ

デを施|している。
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第 皿 章 ま

九野第 2遺跡は縄文時代早期 。前期・中期・後期と弥生時代中期・後期の遺跡である力＼

最盛期の縄文時代後期には竪穴住居が27軒営まれている。 しかし、縄文時代晩潮と弥生時代

前期には集落の形成が断絶しており、集落の移動か廃絶が考えられる。

第 1節 縄皮時代早・前期について

縄文時代早期の土器群は、A地区北端部出上の前平式土器とB地区中央部出上の山形押型

文土器・塞ノ神式上器であるん＼住居が検出された部分のアカホヤ下層を発掘調査していな

いのく 分布及び詳細について不明であり、前平遺跡群に
'(田

野町)と の比較はできなかっ

たD集石遺構は1基だけ検出されている。

縄文時代前期の上器としては滑石を含まずヽ 日縁部の2条の横方向の沈線文の下に短沈線

文を施した曽畑式上器がE地区から出上しており、水ノ江和同氏分類 2)の 皿式に相当する。

第2節 縄皮時代後期について

縄文時代後期の問題点のうち特は 1ンЧ7)について述べる。

(1)縄文時代後期の上器群について

第Ⅱ章第 5節(5瀧文土器の分類は従来の上器編年に対応すると次のようになる。日縁部外

面に連続押圧 (刺突)文、その下に沈線文を施すⅡ類は、岩崎上層式に相当する。口縁部を

わずかに肥厚させた文様帯の下部を沈線文で区切 り、その上は斜沈線文を施すⅢa類は、出

水式に相当する。日縁部をわずかに肥厚させた文様帯に二枚貝腹縁または竹管状工具・ヘラ

状工具などによる沈線文・短沈線文・束J突文・押引き文などを施したⅢb類は、御手洗A式

に相当する。厚く肥厚した日縁部文様帯に沈線文と刺突文・押圧刻みを施しているⅣ類のう

ち、沈線文間に連続刺突文を施すものは擬似磨消縄文土器に相当する。沈線文または平行沈

線文を主文様として用いるV類は、指宿式に相当する。日縁部の内面上部あるいは日唇部に

施文されるⅥ類は、内面施文土器に相当する。日縁部を肥厚させ、断面が三角形または逆

「 く」字形に成形 し、文様として貝殻腹縁の連続刺突文や竹管状工具による爪形あるいは

「 D」 字形の連続刺突文や単独の刺突文 沈線文や凹線文などを施すⅦ類は、市来式に相当

する。日唇部をわずかに拡張させたような、日縁部文様帯幅の比較的狭いものく 文様は

「 D」 字形連続刺突文などの単純なものを施すⅦa類がある。外面のくびれ付近から日縁部

が外傾または外反し、文様はこの付近に施されているⅧ類は、草野式に相当する。磨消縄文

と磨研土器のX類は、小池原上層式・鐘崎式 。北久根山式などに相当する。これらの上器の

めと

一…200-―



分類を草野貝塚分類俗)と対応させると、九野Ⅳ類は草野貝塚Ⅲ類に、九野V類が草野貝塚 I

類に、九野Ⅵ類が草野貝塚 X類に、九野Ⅶ類が草野貝塚V類咀 九野Ⅷ類は草野Ⅵ類に相当

する。以上のように後期の上器群としては、 Ⅱ類の岩崎上層式・ V類の指宿式などの凹線

文・沈線文系の上器、松山式・Ⅶ類の市来式・Ⅷ類の草野式などの貝殻文系の南九州の上器

群と小池原上層式・鐘崎式などのⅨ類の磨消縄文系の東九州 。西九州の上器群で構成されて

いる。特V封旨宿式・市来式の時期にピークがある。

また遺構出上の底部は120点で、内訳は網代底が62点 (51,7%)、 ナデなどの底部が57点

(47.5%)、 木の葉底が 1点 (0.8%)であり、網代底が過半数を占めている。また成分は

不明であるが、白色物が底面に付着している底部が16点出土しており、全体の13。 3%を占め

ている。

(2)土器片加工円盤について

土器片加工円盤は989点出上しており、上器密集区が47.1%、  A地区が30,1%、 B地区が

21.0%、 C地区が1.4%である。住居などの遺構からも9,7%の 96点が出土しており、A地区

のSA2が最多の22点出上している。重量は4.0♂ ～115。 0♂ に分布しているが、14.0′ ～

27.0♂ に集中しており、特に19。 0′～21.0′ にピークがある。平均の重量は24.5ァ であり、

切り目石錘の平均重量の53.5♂ の約半分の重さである。この用途については不明である力＼

居住域よりも廃棄空間で多数出上していることなどを考えると、実用的な用途よりも『祭

「巳]的な用途が想定されるかも知れない。その具体的中身は不明であるが、平畑遺跡は)(宮

崎市)の土器廃棄空間で出上している赤色顔料付着の精製磨研土器・岩偶・高郵などに替わ

るものと推定される。しかヒ 土器片加工円盤には面取 りしているものは数点であり、ほと

んどのものは打ち欠いて整形しているだけであるので、再考の余地が十分ある。

県内では陣内遺跡傷)(高千穂町・点数不明)。 青木遺跡俗)(田野町・200点以上)・ 尾立

遺跡 (η (綾町・点数不明)。 駒栗毛遺跡侶)(小林市 。点数不明)・ 崩野遺跡。)(南郷町・

257点 )。 下弓田遺跡 10(串間市・10数点)などの後期の遺跡から出上している。■方、宮

崎学園都市遺跡群 (宮崎市)では平畑遺跡XXⅣ区(11で14点、平畑遺跡XXV区 は2で 5点、

平畑遺跡 P・ Q区住9で少量出上しているだけである。

(3)石器組成について

石器としては、磨製石斧が64点 (31.5%)、 磨石57点 (28.0%)、 石錘18点 (8。 9%)、

敲石16点 (7,9%)、 石皿14点 (6.9%)、 打製石鏃11点 (5.9%)、 台石 9点 (4.4%)、 警

状石器 4点 (2.0%)、 石刀 2点 (1,0%)、 その他 7点などの計20a点出土していると石器

はA地区が45。 3%、 土器密集区が31.5%、 B地区が20.7%、 C地区が2.0%で、出上の割合

は遺構の数が多いB地区よりもA地区が高い。石器組成の特徴としては、磨製石斧が64点の

31.5%、 磨石が57点の28.0%を占めている。このことは木の実などの植物採集に依存する割
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合乃塙 いことを示している。

出土地区ごとに石器組成を見てみると、土器密集区は磨製石斧が23点 と全体の64点の35。 9

%を占めているのに対して、磨石 8点 (12.5%)と極端に少なく、遺跡全体の石器組成とは

異なり如何に多くの石斧が廃棄されていたかが分かる。A地区は92点のうち磨石35点 (38.0

%)、 磨製石斧 24点  (26。 1%)、 石錘 9点 (9.8%)であり、遺跡全体の石器組成とは異

なり磨石が磨製石斧より多い。またB地区の住居群の遺構内及び押十からは22点出上してい

るが、磨石 8点 (36.4%)、 磨製石斧 6点 (27.3%)と A地区と同様な在 り方を示してい

る。住居内から出上した石器組成は磨石が9点 (40.9%)、 磨製石斧が5点 (22.7%)、 石

鏃が4点 (18.2%)、 敲石が3点 (13.6%)、 石錘 1点 (4.5%)であり、A・ B地区と同

様な在 り方を示 しているが、石鏃の割合が高いのが目立食 住居からの出上で揃っているの

はB地区のSA3で磨石 2・ 鼓石 1・ 石斧 1・ 石錘との組み合わせである。磨石を出上して

いる住居はA地区SA2、 B地区SA3・ 4・ 5。 9、 C地区SA2・ 4の 7軒であり、石

斧を出上しているのがA地区のSA3、 B地区のSA3・ 5。 7・ 8の 5軒であり、打製石

鏃はB地区のSAl。 4・ 6、 C地区のSAlの 4軒である。集落本来の石器組成はA地区

とB地区及び住居群の在 り方が本来であり、廃棄空間と居住域における性格の違いが明確に

示されている。特に県北の陣内遺跡
“

→などで多数出土する扁平打製石斧が全く出上していな

いことは、県北と県南及び山間部と平野部の生活基盤の様相の違いを示しているかもしれな

しち

また石錘は8.9%を占めており、その内切 り目石錘が72.2%と 割合が高いことは既に指摘

されているように河川域の漁労に関係すると思われる住)。 切 り目石錘の平均重量は53.5♂ で

あり、平畑遺跡10の平均重量の53′ とほば‐致する。 しかし打ち欠き石錘の重量は22♂～74

♂で平均47.3′ であり、切 り目石錘の平均重量よりも軽く、平畑遺跡l171の打ち欠き石錘の平

均186♂、下弓田遺跡住9の打ち欠き石錘の平均181♂ と比較すると小形の石錘ばかりである。

この石錘も切 り目石錘と同様に河川域の漁労に関係すると思われる。当遺跡から東に約11脇

離れた平畑遺跡住9では石錘が石器組成の約50%も 占め、打ち欠き石錘が350点 (81.6%)、

切 り目石錘が79点 (18。 4%)と 当遺跡と逆の様相を呈しており、打ち欠き石錘の平均重量も

186ヲ であり、立地に起因して海の漁労の割合が高い集落の姿が浮かび上がる。また下弓田

追跡B地点2けでも出土した139点の石器の内打ち欠き石錘が■0点 (79。 1%)も 占め、磨石と

磨製石斧がそれぞれ4点 (2.9%)、 石皿と敲石が各1点 (0.7%)であり、「漁村」的な集

落の姿が如実に現われている。

磨製石斧は形態からA～ Fに分類されるん＼ C類が2a点 (48.9%)、 A類が11点 (23.4

%)、 E類が6点 (12.8%)、 D類が3点 (6.4%)、 B・ F類が各 2点 (4.3%)であり、

C類が半数近 くを占めている。
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第 2の道具の刀剣形石製品は、県内では陣内遺跡(20で石棒が1点、天附型石刀1221が陣内遺

跡鬱91点・西都原周辺鬱0(西都市)2点・平畑遺跡991点の計 4点が知られているだけであ

るが、当遺跡から出土した数条の沈線と斜格子文を施した橿原型 (a類)石刀修鋭よ、県内及

び九州でも初例であるので注目される。出土した地点はゼ・m-32で住居群の北に近接して

おり、破損して石刀としての機能が終わった時に、廃棄空間である土器密集区ではなく、居

住域に意図的に廃棄されている。~方、平畑遺跡修0の石刀もS A23に含まれる可能性のある

包含層で検出されており、完形のブーメラン形であり、機能が終わる以前の段階で廃棄され

ている。廃棄場所が両者とも居住域であることは、共通している。 しかし陣内遺跡1281で は廃

棄空間で発見されている。

当遺跡出上の石器を用途別に分類すると、磨石 。敲石・石皿などの植物闘理用石器が42.9

%、 磨製石斧 。撃形石器などの工具類が33.0%、 石錘などの漁労用具が8,9%、 打製石鏃な

どの狩猟用具が5。 9%であり、立地に起因して平畑遺跡1291と は異なり植物採集にかなり依存

している集落の姿が浮かびあがる。

なお石材としては石皿・打ち欠き石錘はすべて砂岩力＼ 台石は砂岩カミ磨石は尾鈴山溶結

凝灰岩が、敲石は安山岩力＼磨製石斧はホルンフェルス乃＼切 り目石錘は頁岩力＼石鏃は黒

耀石とチャートが多く使用されており、器種による石材の選択が行われている。宍戸 章氏

の鑑定によれば特に磨製石斧はホルンフェルスや岩石A～Dな どの県内産の石材ではないも

のんもt点 のうち56点 (87.5%)も 使用されており、石材の剥片も全く出上していないことは

消耗度を含めて産地の同定・交流などの点で注目される。

(4)竪穴倒腎について

竪穴住居が、A地区で4軒(B地区で15軒、C地区で8軒の計27軒検出されたのは、県内

では縄文時代晩期の平畑遺跡Oωの66軒に次ぐ規模であり、後期前半～中葉の集落としては平

畑遺跡PoQ地区GO(11軒・円形プラン)と崩野遺跡G動(1軒・方形プラン)と下弓田遺跡e釧

(3軒・方形プラン)が発掘されただけである。特にB地区では住居の切 り合いから方形プ

ランと円形プランの混在から円形プランヘの変遷が追えると伴に、岩崎上層式から草野式ま

での上器編年と対比することが可能となっ亀

竪穴住居の切 り合いと出土土器によってB地区では I期 (岩崎上層式段階 。当遺跡縄文土

器分類の I・ 冊類、縄文土器分類は以下同じ)の la期 (Ⅱ 類)がSA4(方形プラン・

8,7″ )、 Ib期 (Ⅲ 類)がSA5(方形プラン・12.9″ )・ SA8A(円 形プラン・16.6

″)・ SA3A(方 形プラン・ 16.8〆 )、 1期 (指宿式段階・V類)の Ⅱa期 (Va・ b

類)が SA6(方 形プラン・ 11.6″ )。 SA2A(方 形プラン・16.2″ )、 Ⅱb期 (Vc

類)が SA9(円形プラン・10。 2√ )・ SA3B(方 形プラン・27.6√ )、 皿期 (市来式段

階 。Ⅶ類)の Ⅲa期 (Ⅶ a・ b類 )が S A10(円形プラン・5.3/)。 SA8B(円 形プラ
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表 9 丸野第 2遺跡竪穴住居変遷表

地区 住居 Ia期 Ib期 ]a期 Ⅱb期 Ⅲa期 皿b期 Ⅳa期 Ⅳb期

B 2A ←□

2B ←□→

3A □→

3B 回→

3C ○け

4 ←□

5 □

6 ←□

7A ← ○

7B ○

8 咆 ○

9 ← 併

10 ◆

A lA ←□→

lB 0

2 □

3 ○

C lA 併

lB 咆

2 ○

3 ◆

4 ◇

5 ← ○  →

6 ◆

7 ◇
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ン・16.6″ )。 SA2B(方 形プラン・16.0″ )、 皿b期 (Ⅶ c類)が SA7A(円 形プラ

ン・ 9。 1″ )・ SA3C(円 形プラン・ 10。 2″ )、 Ⅳ期 (草野式段階・Ⅷ類)の SA7B

(円形プラン・ 9。 1/)と なる。A地区ではIa期がSA2(方形プラン・10。 2″ )、 lb
期がSAlA(方 形プラン・ 10。 9√ )、 Ⅲa期がSAlB(円 形プラン・13.8〆 )・ SA3

(円形プラン・ 16.6″ )と なる。C地区では lb期がSA6(円 形プラン・ 9。 1″ )、 Ⅲb

期がSAlA(円 形プラン・16.6″ )・ SA4(円 形プラン。10.2√ )、 Ⅳa期がSAlB

(円形プラン・ 15,2″ )。 SA2(円 形プラン・ 11。 3√ )、 Ⅳb期がSA3(円 形プラン・

6。 2√ )・ SA7(円 形プラン 。10.2〆 )、 Ⅳ期がSA5(円 形プラン・8,0″ )である。

以上のようにA・ B地区が方形プランから円形プランヘの変遷が追えるのに対 してC地区

では円形プランのみを造営 している。A地区では Ia期に方形プランのSA2の造営に始ま

り、 ma期に円形プランのSAlB・ SA3で規模が大きくなっている。B地区は初現期の

方形プランのSA4の Ia期からⅢa期まで大 きな住居が継続 して建てられ、特に Ib期が

3軒 と最大の軒数になり方形プランと円形プランが混在する。 しかし、 Ⅱa期にはSA2と

SA6の ように方形プランヘの揺 り戻 しが起 きるが、 lb期 と皿a期には方形プランと円形

プランが混在 し、Ⅲb期とⅣa期には円形プランになる。C地区では lb期に円形プランの

SAlAに 始まり、皿b期とⅣa期に規模が大きくなっている。 3単位が勢揃いし、集落の

体裁を整えるのはIb期であ り( この時期に当集落最大規模のB地区SA3B(27.6″ )が

営まれる。またこの時期の住居は4軒で、方形プランと円形プランが半々である。次の時期

のma期には最大規模の 5軒で、 B地区のSA2Bの みが方形プランであ り、その他はすべ

て円形プランである。 皿b期になると4軒ともすべて円形プランである。 3単位の中心はB

地区の単位であ り、その中でもSA3である。

住居の面積は最大規模がB地区SA3Bで あるのに対 して最小規模はB地区 S A10の 5。 3

√であ り、平均は13.0√である。5.0〆-6.2″ のAグループ (3軒 )、 8.0″～12.0″のB

-1グループ (13軒 )、 12.8″～13,8″のB-2グループ (2軒 )、 15.0〆～17.0/の B一

3グループ (7軒 )、 最大規模の27.0ア のCグループ (1軒)に分かれる。方形プランの住

居は隅丸方形プランを含むとBoCグループに分布するのに対 して円形プランの住居はA・

Bグループに分布する。A・ B地区の単位は初現期はB-1グループであるのに対 してC地

区の単位はB-3グループである。A地区ではSA3カ＼ B地区ではSA3Bが、C地区で

は SAlAが 突出 してお り、それぞれ SAlB、 SA9、 SA4と い うよ り小型の円形プラ

ンの4LEが付属する。なお平畑遺跡分類eDの大型住居 。中型住居・小型住居にはそれぞれC

グルース Bグルース Aグループが対応する。

6)集石遺構について

大小の礫を用いた配石・集石遺構が30基検出されており、第1章第 5節К3凛石遺構E地区
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で指摘されているように共伴上器と遺構検出の状況から後期前半の時期に比定される。この

時期の配石・集石遺構は県内では青木遺跡e引 (1基)・ 崩野遺跡俗0(一次調査 1基 。二次調

査10基)で検出されている力＼平畑遺跡eaでは 1基も検出されていない。青木遺跡e働の配石

遺構は直径約2.5η の不整円形プランく 市来式上器が出上している。崩野遺跡1391では住居

が1軒だけで配石・集石遺構との位置関係は不明である力＼ やはり当遺跡と同様に集石遺構

は土器密集区に近接して造営されている。当遺跡ではB地区の住居群から北に40～60η離れ

た北側斜面の上器密集区に近接して配石・集石遺構が集中して分布しており、配石・集石遺

構の性格を考える上で示唆的である。また配石・集石遺構の西側10れ には涌水があることも

性格を考える上で重要である。

俗)土器密集区について

A地区の北端部のD地区とE地区にまたがる土器密集区は、一次調a1401では「土器溜ま

り」、二次調書40では「土器密集部」として報告した地区であり、第 Ⅱ章第 4鯨 41■8・密集

区で述べられているように北西斜面・湧水 。多量の上器の出土などの6つの特徴から、廃棄

空間 (上器廃棄場)と しての姿が浮かび上がる。この在 り方は平畑遺跡XXⅣ園421e xxv

区側や崩野遺跡1441で も見られる。平畑遺跡の廃棄空間では土器群のわずかな時期差や3ケ所

の上器集中箇所やそのうちの1ケ所に見られた焼土の存在、赤色顔料付着の精製磨研土器・

岩偶・高郭などの出土から廃棄場所の規制や超過すると場所を移してまた廃棄するというよ

うな廃棄法が行われた可能性も指摘されている僻)。 しかし、石器組成においては当遺跡に見

られる土器廃棄空間と居住域との相違は指摘できない。

(7)縄文集落について

以上のようにB地区はI期～Ⅳ期、A地区は I期～Ⅲ期、土器密集区は 1期～皿期、C地

区は I～ Ⅳ期と地区によって形成される時期が異なっている。住居は la期が 1軒 (B地

区)、 lb期が3軒 (B地区)、 Ⅱa期が3軒 (A・ B地区)、 Ⅱb期が4軒 (A・ BoC

地区)、 ma期が5軒 (A・ B地区)、 Ⅲb期が4軒 (B・ C地区)、 Ⅳa期が3軒 (B・

C地区)、 Ⅳb期が2軒 (C地区)、 Ⅳ期が 1軒 (C地区)である。最盛期はⅡ期～皿期で

ある。一時期の竪穴住居の軒数はB地区では2～ 3朝RA地区ゐ2蝋 C地区の2軒であ

り、 2～ 3単位で構成された4～ 5軒の集落が復元される。 3単位で集落が構成されるのは

lb期のみであり、残 りの時期はB地区の単位を中心として Ia期～Ⅲa期がA地瓜 皿b

期～Ⅳb期がC地区の組み合わせによる2単位で構成された集落である。A地区の単位が廃

絶後、C地区の単位が出現している。この集落の中心的な単位は初現期から継続して17軒の

住居が建てられるB地区の単位であり、 Ⅲb期の時期が3軒も同時に建てられており、最盛

期である。

これらを総括すると、中央の広場?を中心として周囲に2軒の住居を 1単位とする3単位
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第■45図 堅穴L居変遷図(I期 )
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第 146図 堅穴住居変遷図 (Ⅱ 期)

一-208-



第 147図  堅穴住居変遷図 (Ⅲ 期)
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第 148図  堅穴住居変遷図 (Ⅳ期)
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の住居群が約30紀 の間隔で配置される居住域としての『内帯』、更に外側約40紀 の北側斜面

に上器密集区と配石・集石遺構が配置される廃棄空間としての『外帯』という縄文時代後期

の集落の姿を復元できる。県内では当遺跡に後続する後期後半から晩鋼前半の集落である平

畑遺跡では1軒の20/の大型住居と数軒の10″ の中型住居、それに炉を持つ 5〆の小型住居

といった規模の異なる住居が一つの単位として、緩やかな南向きの傾斜に配列されるという

集落景観が復元されており
“

0、 その外側に廃棄空間としての上器密集区が存在する。集落は

後期には高位面に25軒、晩期には低位面に42軒形成されており、廃棄空間は高位面と低位面

の段差のある境であり、当遺跡と平畑遺跡の集落の景観は広場の有無は別にして非常に良く

似ている力ヽ 一つの単位が異なるのは時期的なあるいは立地的な差異によると思われる。

第3節 弥生時代後期について

弥生時代の住居であるSAlからは磨製石鏃の未製品 。剥片・製品が出上しており、石器

製作の場として使用されている。県内では祝吉遺跡147)(都城市)や城ケ尾遺跡140(高dFar)

などで磨製石鏃の製品 。未製品 。剥片などの出上で「工房」的な性格の住居が想定されてい

るん＼ すべて日向型間仕切 り住居である。立地に起因するのか前段階の縄文時代の集落とは

異り、集落の北辺力＼ あるいは拠点的集落ではなかったと推定される。

以上のように、当遺跡は縄文後期の集落として住居の変遷及び土器編年が追究できたこと

は大きな成果であった。しかし上器型式の設定、他地域の上器編年との比較など土器編年に

ついて十分に消化していない点もあるため、後日機会を改めて述べたいと思う。
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丸野 第 2遺 跡 縄 文土 器 観察 表 凡 例

調整

A ナデ

B ヨコナデ

C ヘラナデ

D 貝殻条痕 (横方向)

E 貝殻条痕 (縦方向)

F 貝殻条展 (斜方向)

G ヘラ磨 き (横方向)

H ヘラ磨 き (縦方向)

I 無調整

J 指押え

Z 不明 (風化・漱J離など)

文様

A 凹線文

B 刺突列点文

C 縄文

D 擬似縄文

E 太めの沈線文

F 浅めの沈線又

G 細めの沈線文

H 貼付け文

I 押圧刻み

J ヘラ刻み

K 貝殻腹縁による連続刺突文

L 貝殻腹縁による押引文

M 連続束1突文

N 撚糸文

O 刺突文 (連続していない)

P 刻み

Q 押圧文

3 色調

A 灰白

B 浅黄橙

C 淡責

D 黄橙

E 明裾灰

F 灰責

G にぶい橙

H にぶい黄笹

I橙

」 明責裾

K 褐灰

L 灰褐

M 灰黄裾

N にぶい赤格

0 にぶい褐

P褐

Q にぶい責褐

R 明赤裾

S 明褐

T

U

V

W

X

Y

Z

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

サ

シ

黄裾

赤褐

黒褐

暗赤裾

暗褐

赤黒

黄灰

黒

灰

浅責

灰赤

オリーブ黒

暗赤灰

暗灰責

にぶい黄

淡橙

赤灰

浅赤橙

灰オリーブ
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図面

番号

地区名

遺構名)

調 整 文 様 色 調

特 徴 分 類

外器面 内器面
口唇部
(底面)

外器面 肉器面 口唇部 外器面 内器面

| SAl 粗いB Dの上をA A L O
面
Ｑ

外
に

部
部

縁
頂

口
波

着
縁

付
口

ス
状

ス
波

2 A A A E X N 波状口縁 Vc

3 A A A H H 片狽I穿孔 2

4 B B B L J R スス付着 (国 縁部外面)

5 B B B F・ C L ロ スス付着 (国 縁部内面) Ⅸ b

6 縄文 B A C E W O ha

7 B B B
桟 い L・

全 Q R Ⅸ a

8 A
を

Ａ

上

な
の
寧

Ｄ
丁

D・ G Q Q ススINj着 (胴部内面) Ⅸ

9 A A F・ K P I 金雲母 Ⅸ

A B F・ P I R 金雲母 Ⅸ

Dの上 を I A A M I I 金雲母 Ⅶ a

A A A K W R

B B B K R I

B B B K M V S

ナナメの

A・ B

ヘフ択 上昇
乙よ る丁痒
なB, ナサ
メの A

A Q I

SAl D D F A Q G 波状口縁

E A ① H M

E A ① H H

A A ④ H H

SA2 A B A
M。 だ三荘尼し Q G G

E A D・ F D P H・ Q Q 波状口縁・ 波頂部にP

iサメのA B,「鋭
チナメのA B P L G 波状口縁・ 波頂部にP

ナナメのA
の
「

わ F A J G G

A A A G M H H

A E・ FのA A F P N NoR

A A A F P L・ G

F A Dの上をA A M F H・ M M 波状口縁

A E A A M F H B

B B A F M J V 口唇部にX印状の刻み

Dの上をA 3Fの上をA A F H H Vc

B B B G R R

A M F A M N N

転 タテのA D A A M P M U X VII a

A B A G M I O Ⅶ a

B B A E P M O I Wll b



図面

番号

地区名

遺構名)

調 整 文 様 色 調

特 徴 分 類
外器面 内器面 嘲ｍ

外器面 内器面 口唇部 外器面 内器面

SA2 )と Fの上 D・ F A I I スス付着  (胴部外面) Ⅶ b

A Fの上をA A B B

)の上をB, F・ B A B B・ A 歿 択 四 豚
ス ス 付 着  rR日 喜K猟 而 ヽ �

A ナナメのA A H・ B O H Q

A A (lFl代底 ) I O

A A (網代底) G B

A・ J A (網代底) H H

F・ J・ A A (A) Q M 金雲母

F・ D・ A B (網代底) Q ロ

E・ A A (網代底) H H

A・ J B (網代底) Q H

A・ J A (網代底) H G

F・ A A (網代底) O I

E。 」 強いA (網代底) G A/1・ B

A・ J A (A) I G

51 F・ A A (網代底 E O M

A・ 」 A (網代底) H H

Z A 網代底。A Q B

SA2 A・ 」 B・ A ⑥ B・ H M

SA3 A A・ Z A F I H H 波状 国縁

A A A FoO H M

D D A F P H H
泰営漆

ス↑」石田豚甜外国 VC

B Dの上をA
B F M M・ G 波状国縁 ? V

A A A F K・ O V V

B B A F I G V

A B A F N 6 V

B B B FoP V O

A D A F・ 1/1 N N 史状口縁 Va

A・ C C A C・ F F F M M 否消縄文、波頂部 (Fと C) Ⅸ

B D・ F A F R N Ⅷ a

A・ Df/J上
わ A Dの上をA A M U・ N O Ⅶ a

Z A Z K ナナメP R カ Ⅷ a

A A・ D A K I・ N I・ K Ⅷ a

A・ B A・ D A M N K Ⅶ a

A・ D D A M G V スス付着 (口 縁部内面) Ⅷ a

Z M I I 町 a

B Dの上をA A M N L Ⅷ a

A・ Z・ F A Z K O。 オ Ⅷ a
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図面

番 号

地区名

鱈構名

調 整 文 様 色 調

特 徴 分 類

外器面 肉器面 癬 外器面 肉器面 口唇部 外器面 内器面

SA3 Dの上 をA Dの上をA A
ヘフ択にまえ R N Vll a

Dの上をA A A 胡 暖鹿索
`乙よるL O I・ O 波状口縁 P Ⅷ a

Z A A M W Y スス付着 (国 縁部内面) Ⅷ a

77 A
A,Dの 上 A M Vヽ・ R W lll a

B A B M V X Ⅷ a

A・ B B B M R W Ⅶ a

A )。E帆をp A M VoI X・ V Ⅷ a

A・ D D A M N K・ 1 スス付着 (口 縁部) Ⅶ a

D・ E・ A );Aの上を
僚燎 T ttr A M U ア れ命そξ壮尾ょ

'D IIlい

クトttuノ
Vl a

D・ F D・ F D R I Ⅶ a

D A,D・ F A FoM V・ I W・ R スス付着 (口 縁部外面) Ⅷ b

BoZ B A h/1・ F L U Ⅶ b

A, B B Z F 運 続 P Y N lll b

B A A FoO R I 波状口縁 P vu b

A, D D A 架い E,K Y・ U G Ⅶ b

B A,Z A F・ O I H VI b

B,DoF A,DoF A M V・ I 1 Ⅶ a

D DoA A M 一部G X U Ⅶ a

A SA3 D F △
＼フ4天■リミ
こよる�f

R I Ⅶ c

A, Z D A F・ M V N Ⅷ b

B D Z (・ F・ M L・ I 1 Ⅷ b

A A A GoM O I 1 波状口縁 Ⅷ c

A ,ヽタテのA Z G O L 皮頂部文様帯 Gttj穿孔1) Ⅶ c

A A A G I O・ L 波状国縁 Ⅷ c

A A A M・ E I I

A B A ミ麟 穆粛fこ
N W 波状口縁 ?

B B Z K K I・ N V・ I

Dの上をA )の上をげ △ K P N・ P 鳥森営層
(日稼淋外国,

Ⅶ d

Dヽの上をお代,Dの_とをど A F N I
四
付

択
ス

供
ス |口 緩 Ж 外 而 う ll

A・ D Z Z K P X llll b

A・ D D A K N・ R N lll b

A・ B Z Z G GoM I I

D・ F D・ F A G・ M X,I Iン・ G 展 状 口
ス ス付 (回 縁 部 外 而 う Ⅵ b

A A A F O N

A ヨコの C A R・ K K

A A A
｀
の上/FMハ
,羽けたトス κヽ B B Ⅶ b

A, B, E A A M 助 P N V Ⅷ

A A A
ヽラ状 Mの
色ιr増箋幸∩ V X・ P Ⅷ b
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図面

番号

地区名

(周藍
"博

者イ旨)

調 整 文 様 色 調
特 徴 分 類

外器面 内器面 胴 外器面 内器面 口唇部 外器面 内器面

 ヽSA3 △・ D D・ F A 齢 Q N・ K N Ⅶ a

B A・ F A F L H

D B A M X W

B B A I G Ⅸ

A・ J D・ A A ZoH X・ H スス付着 (口 縁部内面)

B ナナメのA A M・ H H

E・ D, J A (網代向 DoP GoM

B F・ A ② R N

Z A ② I I・ G

F・ A 例犬I歩苺|こ

とるA (制代,動 Q H

FIA D,F, J fAl I L・ I 白色物付着 (底部外面)

D・ F・ A 指A,A ⑥ I I

F・ A DoA,A ② R G

B・ E FoJ (網代底) WV・ R V・ U スス付着 (胴部下端外面)

指 A D・ A ② H H

Z F,A 岡代底 P I 1

E・ A 指A,A (網代底) H H

E・ A Z (網代底) H G

A・ J D・ A (網代底) G R

D・ F・ A
快t(」ヒ歩髯|こ

よるナナメ
のA

(網代底) I H

SC2 B A・ D B F G G

B B A F Q G・ P N S 波状国縁 P

D A A 露vに I I

A・ D A・ D・ F B R O

B B A K I I

137 I・ Z A・ D B P

△ A A H Q

SC 4 B B A P H I

Υ ∵ B B 齢 I G

A A A :f(
] B K 波状口縁 波頂部に I

B B B G G H Q Ⅸ

B B A 嘲天壊 イ【
る 〔ヽ

K・ H O Ⅷ a

A △ £妥弩歳骨 LoR L Ⅶ a

B・ D B・ D A 軍ぢ話
に X P Ⅷ a

A・ D A, D A 庭【尋鮮 I H Ⅷ a

A B Z K R I・ U Ⅷ a

Fl不円 ICJ
―

n

D・ F B 2屋惨讃 P S・ V 一部スス付着 く胴部外面) Ⅶ a

D・ F A・ F A £星冴前
「

P R Ⅶ a

B B A 2星彎前F P P

Dの上をA Fの上をA 綿 N I Ⅷ b

D D A 酬 督 N I Ⅷ b
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翼面

番号

地区名

離 )

調 整 文 様 色 訓

特 徴 分 類

外器面 内器面 癬 外器面 内器面 口唇部 外器面 内器曲

SC4 A, D A・ D A 2妥弩輪 H S

D, A, B Fの上をA A K I I 波状口縁 Ⅷ b

155
ドの 二 笹

~

恙A.A,[
A・ 」,F A 烈 Qよ るへ4

●F RoN 1・ L 波状口縁 Vll c

A, D D A
訳脚 捩豚 イt
主る O

R H

B,C,D D A K I G

A 布によるA A G・ K S O

ヘ ラ状 ■呉 ヘ ラ状 上具
によ る A B KP・ G N W・ N

Z G
フヽ1入ユ歩聖9
(捐賎幸 I″'I E W V

161 強いB 強いB A P H・ M 側犬口縁,ス ス付着甑華砂卜面 �

D D・ F A K R R �

B B,C B W U 波状国縁 ?

D・ F・ J
DoE鋭 /L・

B, D A R。 Vヽ R Xl

A・ F A A ウ H

A, D D,l■ tヽA A I・ N I

167 A ナナメの解 ⑥ L l 白色物付着 (底部外面)

タテのA B,A 鯛 嗣 M G

A A ① HoQ B

170 A。 」 A 硼1い A) H G

171 E A 鰯 ⊃ C B

ヽ S08 B B B F F・ Q P V 波状国縁

丁寧なB 丁寧なB 丁寧なB F L G

F B B F・ K W・ V W

B B K Y V スス付着 (口唇部外面付近)

176
,ヽE・ Fo A

ジ・ Ⅲt/prЧ章 A H・ O HoO Xl

177 A・ E D ① F A

Fの上を4E A・ B (網代底 ) C C

B A ④ C・ Z M 買妥粋署員送量蔚舎将佐
A A ω V A

)の上をAB A 貝殻条痕 B B

SC19 A A・ D A 綱めの F 」 N P

A A A N L スス付着 (国 縁部外面) �

A B 帥)ヽ A) G H

B B 鮒隠底) N G

SC17 B A B P E・ W V

B ナナメのA A F O M

B ナナメのA A 浅い E・ F イ F 波状口縁

A A A F H・ K A ア 片側穿孔 1

A A A K K Xl

B 3・ナナメリ B A A �

Dの上をB B M・ H H �

F B A V C
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�面

番号

地区名

鵡 )

調 整 文 様 色 調
特 徴 分 類

外器面 内器面
口唇 部

r Frr 而 、 外器面 内器面 口唇部 外器面 内器面

SC17
B

Dの上をA
A ① A B 買ヨ粋署員底部内面)

A A ② I I

3 SAl Fの上をA ラ)研ココミt【

るナナメ② A Q ZoM K Xl

A A A P L I

A B A M・ G P I l Vc
B B A G・ M Q G G 波状口縁 lll c

B B B O N I

B B B F・ �【 B B W

B B B F 1 1

A A Z B B Vc
A 粗しヽB B F N L スス付着 (国 縁部内面) Vc

B B N F・ H N N

B D Z P L U

207 D D B K N・ W I Ⅷ d
トナナメの

A 粗いB B
続したQ G K

堪異による
トナメのA
汐ヽテの F

B,ナナメの
A,A A M L・ G スス付着 (国 縁部外面)

F B B P G B 穏

A A ① A Z

SA2 B A A P M G

SA2 A B B M O H

B B B M・ G O I

A B B E,P,M V N

B B B M,G P H ウ Vb
代,一 部 E D B F P K K 口唇部に貝穀腹縁 Vc

218 B B B M P R R 竹管による連続した刺突文

B DoA B F, G OoV Q

B B B K, F Q I I

221 B B B M キ Z

222 A A A オナメのM F BoP N 粘上のつなぎ

B B B M N N 半載竹管刺突文 Ⅷ a

B D B h/1,F I W Ⅷ b

B B B O, F I V 波状口縁

A A A B B・ V
E・ A B・ A (網 代同 1 BoL

228 B F・ A (A) B ウ

B SA3 A・ B A・ B F O O・ V
B・ D A・ B A K 連続 I K E

B B A 連続 J B B

232 B D I B B

B B Z G G 正
面

に
外

部
部

頂
縁

波
国

縁
着

口
付

状
ス

波
ス

B B B I C L スス付着 (口 縁部外面)



図面

番号

地区名

遺構名

調 整 文 様 色 調

特 徴 分 類
外器面 内器面 岬ｍ

外器 面 内器面 口唇部 外器面 内器面

B SA3 代・ Dの上 Dの上をい A M H C

零状工具々
rス カティゐハ

引 天上 具
`て}ス 々子の ハ

Z M G H

A B B 連続O l I スス付着 (国 縁部外面)

238 A B B F・ K W N

D Dの上をハ A K・ F N N

B B A ・浅い R N

B ナナメのF B EoK L N

242 B Dの上を正 B G・ B I H H

243 B Dの上を上 B F・ G F C

Dの上をp Jf/9上 をA
ヽ A F・ O N U

245 B,ナ ナメ
B B F・ ⅢI L N スス付着 (日 縁部外面) Vc

A・ F A A 深いG 連続 I H H

〕の上をい B A K 連続 P A A

早 /よ う ,

B B 連続 I R L

B B A F 連続 I H H

A B B G I C A スス付着 (口 縁部内面) Vc

3,ナ ナメ b,
B F 連続 P I I Vc

B B B F 連続 I W G

B SA3 A A A G・ O I C C

254 B A A E・ O W L。 ア 波状口縁 (波頂部に I) Vc

255 B Dの 上をお B F O H H・ M

256 D Z M・ G 連続 I S J

257 B A・ B Z F・ G・ M B I I ・ K Ⅳ b

258 B B A B・ M・ G 連続 I C H 一条刻みの突帯

259 A・ B A B FoM 耕荒IoG U I

A A A M・ F H H スス付着 (国 縁部内面) Vb

A B A F Q N R

262 ],ナナメのA B B F N R 波状口縁 (波頂部に I)
スス付着 (口 縁部外面)

B B B F I M H

264 B B B O・ G L N 波状口縁 (波頂部に I)

B B B O・ F L W 波状口縁

軌 をAA B・ D B F K G 波状国縁 (波頂部に I)

Z Z Z F H C 波状国縁 (波頂部に I) Vc

3・ナナメのp B B 架も心E・ F F N L Vc

B Dの上をI B 架いE, F E P I・ P Vc

A A A F N I Vc

B Dの上を[ B F N・ 1 H・ I

272 B A B F N R

B B B F P R・ H Vc

274 B D B E N R Vc



図面

番号

地区名

t遺構名

調 整 文 様 色 調
特 徴 分 類

外器面 内器面
口
′

綿
鄭
誌

外器面 内器面 口唇部 外器面 内器面

3 SA3 B・ ナナメ
ィのA B B F R R 波状国縁

B
υの上を

鄭 A B F V N

B B B F G H スス付着 (口縁部外面)

B Dの上をA B F C C

‐夕のA,A
υ の 上 管 Ь

・ナナメのA Dの上をB F L U

B・ D )Dの上をB EoF O O・ L

B B B F V G

B B A F L L

A B A K V V 波状口縁

A A C・ F V N 磨消縄文 Ⅸ

285 A A C・ イギ辞 V N 磨消腿文 X

286 B B A 絲
`と

[
K I I

B B M R R

B Dの上をA B M SoL

289 Dの上をB D B K N・ K K Ⅶ a

D D B K IoK V スス付着 (国 縁部内面)

;・ ナナメのい
ヂ破摂 上具
こよ るA B M O O スス付着 (国 縁部外面)

D・ A D・ F B K I・ V V

B B A K G G H

SA3 B・ D D B K R R Ⅶ a

295 B・ D B A K NoR U Ⅶ a

B A K I I Ⅷ a

A B A 深いEoK U・ V N

B B Z 細 目の F I J

299 B・ F B A・ B M L I

B K・ 深いG O G G 展状 口縁・

`乙

る 録 高 面 〕

碑 なB,D A K だB慌 1 N N

【・D班をど A K UoW R 蛾 口縁 スス付着●鱗 ♭匿 Ⅶ c

B B B F I I Ⅶ c

B Dの上をB B E・ O N 】 Ⅶ c

A・ D A K・ F I I・ H スス付着 (国 縁部外面 ) Ⅶ c

A・ B 〕・Fの上を[ A 鸞しSE・K・M IoN I スス付着 (口 縁部外面) Ⅷ c

A Dの上をA A M・ E・ K I 1

D Dの上をA Dの上をA K・ M LoG O

D D D K L P スス付着 (口 縁部外面)

B Dの上をA B K G・ K I スス付着 (国 縁部外面)

D・ F D・ F B K G R
修

ス

縮

ス 普(習櫻箪擬路)

Dの上をA Dの上をA Dの上をA O R R Vlll b

D A A Q N R スス付着 (国 縁部内面)

B A B G P N

B B・ D 李寺ど
し・つ U R Ⅵ a
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図面

番号

地区名

1遺構名)

調 整 文 様 色 調
特 徴 分 類

外器面 内器面 脚 外器面 内器面 国唇部 外器面 内器面

B SA3 B B 深いG W O

B B 丁寧なB Q N Iン

B B B G G I I

319 B A A 架いG・ G R I

320 B B B F I G

条 痕 B・ D B F W W

322 A A A F O・ Q C �Io C

Z B F I・ O O・ S

324 B B A G Q B B 一条刻みの突帯

D B A M・ G K W W

B B B h・I・ G 封

B B A K・ �【・ G V IoG スス付着 (口 縁部外面)

328 A B B KoM・ G R

329 B B A K・ �I・ G S・ L S

330 Fの上をA 粗いB A・ B L N

・DoE・ D・ F A 果い EoM 齢 P 力・ I N

A Dの上をB B B B・ M �

・

"メ
甥 〕・ナナメのA B H C �

Ⅲの上
Eの上

Ａ

Δ Dの上をA A H CoM �

A D A H・ K M スス付着 (口 縁部内薗) �

B SA3 粗いA A A O G �

B・ A 〕・

"メ
σ)今 B H K �

338 A D D I N

339 B Dの上をA A O B

A・ F A・ D A PoN N

E )・ FC迂を正 A 瀾 N
ス ス 付 看 �

トナメ・タテ
の*日 い A

l■いA粗い
ナナメのA 粗いA Z Z・ K �

343 粗いB D B O G

B B B N G 金雲母

345 Dの上をA D。 粗いB B B B �

)・FOLね 代 Dの上をA B N R

3・ナナメのノ B B R I・ Z スス付着 (国 縁部外面)

B B B N N 特否矮箪汽論F∬
石

Dの上を
ナナメのA Fの上をA B O・ G I・ O 波状口縁

)の上をÅB Dの上をA 妨 み Bヽ K I スス付着 (口 縁部外面)

)'二
象士

/F
D・ F B I D

352 A A A 栗もヽE・P S X

B A・ F 網伺甍。A W W 白色物付着 (底部外面)

A A 網 代 底) I N

355 A A 網 代 底) G W

356 甲
A DoA 網 代 底) I G
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図面

番号

地区名

1遺構名 |

調 整 文 様 色 調
特 徴 分 類

外器面 内器面
口
範 外器面 内器面 口唇部 外器面 内器面

SA3 ,r/9上 を一

怒A.R A (A) H I 白色物付着 (底部外面)

A・ B A (網代底) W W 白色物付着 (底部外面)

A DoE・ F (網代底) O O

A A (網代底) G G

D・ F D・ F (A) U W

A A (網代底) U U

D・ E B (A) H I 寮受粋磐昇さ壕識舎9)
ドの 上 各
電A B (A) C Z

B・ ナナメ鶴 A (A) I N 白色物付着 (底部外面)

A A (A) O I

B SA電 A ナナメのぬB B Q K K

Dの上をお D B F 連続 I G G スス付看 (口 縁部外面) Vc

A 旨による廷 旨|こよるE F C C スス付着 (口 縁部外面) Vc

D D,AF D K・ E Y N・ V スス付着 (口 縁部内面) Ⅷ b

B B A U A・ イ �

B F,A A G G

A A (網代底) R R

A, Z A (A ?) U・ V N （田
△
［

ILの 脚部 と不部 の接

SA5 B ナナメのA A E Q RoX R

A A A 遇訴売I I・ K I

377 粗いB B A Q L C

A B A 連続 P A・ ィ C

B B B 連続 I N W

B Dの上をA A 深いG 連続 P I N

B B B G 連続 I K I

B B P C A・ Z

ナア¢鴻

干烈砲嘲
B I G I

波状口縁、波頂部に I

スス付着 (口 縁部外面)

解ち鶴 Dの上をB A P N

B,タ テのA トナメ鋏 ,こ A M・ F・ O 3連続 ] N R・ ウ スス付着 (DFEJ部 外面)

B B A F・ M 連 続 I W R スス付着 (国 縁部外面) Ⅳ

A B A FoM 1・ 輸 I V U lV a

A,B
`,ナ

ナメの
A_R A F・ M F C B スス付着 (日 縁部外面)

B A A F・ 4ヽ V L Ⅳ

B Dの上をA B F・ 卜I H・ Q B Vc
Z B F F B Vc

A B A ・F連続 1 連続 I G G 波状国縁

A D B
匡視 L・ F・
ノ惰 状によ

るhI
I W R 皮状国縁,波頂部に I Vb

Fの上をA Dの上をA B F Q G G Vc
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図面

番号

地区名

(迪董研や手牽登)

調 整 文 様 色 調
特 徴 分 類

外器面 内器画
四 皆 い

r FF  記討、 外器面 内器面 口唇部 外器面 内器面

395 B SA5 B,A )の 上をA B F ・ヾ―ギ

“

フ R・ P スス付着 (日 縁部外面)

B B B E N I Vc

丁寧なA A B F 」 R

B B, D B N O

丁寧なB 丁寧なB 丁寧なB G ] R

オナメのい )の上をA A F M B

A )の 上をB A F H B

B B A F M B

B 丁寧なB 丁寧なA F K P

404 A B B F Q M・ H

B, Z A・ Z,B A B B スス付着 (国 縁部外面)

丁寧なB 丁寧なB 丁寧なA F N・ R O Vc

B D B F N W スス付着 (胴部薦面) Vc

408 七ナナメの A B A F S K

A B B 剰醐倒豚′こ

止 る0 W

4 B Dの 上をA B F P L G

4 B M W I Ⅷ a

4 B B K X N

4 A B, A M IV・ U R Vll

4 B A Q F N N

4 5 B SA5 A Dの上をA A H・ ク H �

4 ,ヽF成をA B A L G・ K �

4 7 B B B O C �

4 A B A イ K スス付着 (国 縁部外面) �

粗いA ,伏I具に
るR B Wo I L・ ア 波状口縁 �

Z ),Fの上をp A H M 狙

A B A B・ E A スス付着 (口 縁部外面 ) �

B B A L G・ N �

B A B C・ イ �

A,B B, F A N I スス付着 (外面、内面) �

B B A N N・ カ 波状国縁 �

426 A B A O A �

A B U R �

428 B A B V G �

429 ■ナメσ)/半 B Dの上をA A F 河 C Ⅷ b

430 B A lZj R I

B D (網代底) W W

Eの上をA 洸 をBA (網代底) O G

B D (網代底) R R

B A (網代底) R I

B,A A く網代底) W R

ナナメのA,Z B,A ω O W スス付着 (底面,内面)

-225-―



図面

番号

地区名

(封喜射吊争準ζ)

調 整 文 様 色 調
特 徴 分 類

外器面 内器面 癬 外器面 内器面 口唇郡 外器面 内器面

SA5 F A 休 の剰甍〉 A A

F A (網 代底 ) B O

439 B A B Q B B

440 B A A I I・ P G・ J

F F A I A M スス付着 (国 縁部外面)

442 A B A H I G G

B A A Q キ キ

A A A O P 1

A A A I G G

A A K I W L

B B E K L・ K ケ 波状口縁

448 丁寧なA 丁軍なA 丁軍なA K・ F L P

Dヽの上をハ Dの上をA A 剛天Jリミ|て

■るM H C

A B A E・ G・ O I・ F N G 波状口縁 ,波頂部に 1

B Dの上をA A F・ h71 I N O Ⅳ a

B B F Q N R Ⅳ a

B・ D A B F・ 1ヽ F W U Ⅳ a

A B B O・ F,M I・ F P N Ⅳ b

B B A F・ K I G Va

A B A
・ け 三Uあ赳騒 贄蕨腸 稼

蛍 るO P B

SA6 B B A G よ12月Ь
C

G H V

458 A Dの上をA A G P G H V

トナメのA・B B A F Q H F V

B B B Q・ F V N Vb

D A・ F A K・ F ユ カ R Vc

462 B Dの上をB B F ユ W NoL 波状口縁,波頂部に I Vc

B Dの上をB B E I O G 波状口縁,波頂部に I Vc

B B B E I N N 渡状口縁,波頂部に I

B B B F F Q Q

B Dの上をA B F P V

B B A F・ GoO G・ O H スス付着 (外面)

B B A F X P

A B A G N V

B B 丁寧なA F L N

G 丁寧なA 丁寧なA 深 い G W K

丁寧なB 丁軍な B 丁寧な B E I I

丁寧なB 丁寧な B 丁寧な B F I I G

A, B A A F O V

ナメのお A,B E G・ H H

A A A E C・ E L R 金雲母 Ⅸ a

B 丁寧なB B F,G I L G・ K
B Dの上をA A G・ O P K スス付着 (胴部外面) Ⅷ b
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図面

番号

地区名

(通豊オ帯争塗彗)

調 整 文 様 色 調
特 徴 分 類

外器面 内器面 螂ｍ
外器面 関器面 口唇部 外器面 内器面

SA0 A 卿天上烈 は A G・ M C・ Z H・ K Ⅶ b

A B B M・ G R R

Bサナメのメ B B M G K B

A 丁寧なA B FoM I N I・ R 慈 付意口縁部外面),命雲母

483 Dの上をA B A GoM G I I

B A B V O

A A A H H �

486 粗いA,B ナナメのA A X X,S スス付着 (口 縁部内画)

B 丁寧な B B F S 1

B Fの上″A B P M・ O I XI

ナナメのA B A R W �

E F Z I・ L P

A A A C ZoC �

A,B B A G O �

498 A Fの上をA A I A L ｌ
面

に
内

部
部

填
縁

波
口

縁
着

口
付

状
ス

渡
ス

Xl

E D A I O B・ H 波状口縁,波頂部に I �

495 粗 い B Dの上をB B I P V �

A Dの上をA A P C �

497 B B B S I 両側穿子しI �

3Fの上をい A B G・ V H スス付着 (国 縁部外面) �

B SA6 Dの上をB Dの上をA B I G Xl

500 B B (網代底) W・ V R

A (網代底) B・ Iヽ B

又択 上 具 q
合タテの A A (網代底) C B

Z A (網代底) B B

B, 」 A (網代底) 1 R

A・ 」
蝋 によ0フ

DA証凛V【■ る測
MH」 VⅢ N G

又孤 毛 烈 q
各タテのA B ① B A・ イ

507 A・ J A ⑥ B B

B,A A ① G B 金雲母

G A ⑥ L N

B SA7 A D A K・ E N N

A A A G M I L

B B O O Q

B B A 連続O F K B

A A A O 連続 P O ウ

A ナナメのA A K・ F F B R Ⅳ

516 B B F・ G H H

B F B F U R・ L スス付着 (口 縁部内面)

B B B M G O Ⅷ a

B D B 連続 O R V Ⅷ a

520 A C B K L N

―-227-―



図面

番号

地区名

:遺構名

調 整 文 様 色 調

特 徴 分 類
外器面 内器面 ］ｍ

外器面 内器面 国唇部 外器面 内器面

SA7 A B A K I 。IV I

B・ D けメのA・ B B F・ 卜I O O Ⅷ b

A・ F B・ D B E K R・ N I・ R Ⅶ c

D・ F D A �,深い IoN I・ Q Ⅶ c

B B S I

B D B V L

A A A KoM H H

トナメのハ 吸状工具 tて

とるR 鞠 昇 IoG IoN 片側穿孔 l �

A F・ A B K O・ V O・ V lllt

D・ F D・ F B K I H Ⅷ b

D D B K O R lll b

_喜 R△ D B K X O Ⅷ b

A A A ナ ナ メの
N I 一部スス付着(口 縁都外面

B B A O I I

Z Z F・ C F PoJ P 磨消縄文 P Ⅸ

Z B Z F F P I

■歩当こよ る
ナ ナ メの A

b,■歩きこよ
るナナメの A B 1 R �

538 B・ D 邸詔こよるB A H・ K H スス付着 (国 縁部外面)

F
P,亜輿こよる
ナナメのA B L O

SA7 Dの上 を
一 乱 A A B・ K A

A A・ B A B H

,芳 メα)代 F,ナナメのヽ A N・ I L・ G
供 1人 日 豚

スス付着 (国 縁部内面)

滞 百 部 に リボ ン状 の 牢 編
Xl

B D A F H H

F
」の上を
一魂 A A O N �

A,D,B B RoN ス ス付 看 (牧部 か ら胴 部
外 而 )

�

546 D D・ A A I L

547 B Dの上を
一 京 Δ A H W N 口唇部に突起

548 ワ 砂 工 笹

一 部 A B A N N

D D D F N N

B・ F I(つ E管
一 獣 A B R I

D, F, B A, 」 (Z) N R

552 A・ F A (A) U

A A (A) I・ B ア

B SA8 B D A 連続 I タテの F R

A B A [ S S 波状口縁

D ナナメのA B 奉J天 上デ
こ士 るε

I N N 渡状口縁,波頂部に I

A 丁寧なA 丁寧なA 1ヽ,F V N tt V Vb

A B A F K C H

B B B 連続 P M A

こ

二

±

５

一

５

一

５

一

５

51

5(

5(

6(

6〔

―-228-―

6c



図面

番号

地区名

歯構名)

調 整 文 様 色 調
特 徴 分 類

外器面 内器面 癬 外器面 内器面 国唇部 外器面 内器面

560 B SA8 Fの上をp B A 甥硫ナナヴ
P I K

Dの上をp Dの上をお A L H

A Dの上をお K, F M G,H

【,芳メのA 3,D班をB A O G, L L

A A A M P H H

A A B �L G,P H I

>Fの上をい B,F A F, O F, P V V

A ZoAP A M,G 連続 ユ P P

B, Z A F, O F,O O Ⅵ

B B F,G,M 島院P,C L N lV

A, Z A, B A
叶の

Ｍ
Ｌ●

∩

∪

７ IoW ・ V。 日

丁寧なA Dの上をい 丁寧なA 豆い G,F 短いG N・ V H・ V

A B A
二条の (;吃
由ιrヽ汀 ∩ DoO D

B A B G,M P H I

A, B B, D B F, G H G スス付着 (胴部内面) Vc

575 A A A F, G G L Vc

576 A D G H H Vc

577 B A B F H M スス付着 (口 縁部外面) Vc

578 A A, D B F F キ 金雲母 Vc

A B A F H L Vc

B SAS ナナメのA B N N Vc

A B F I K K Vc

B B A F G G・ K Vc

A, B 〕の上をA B F H H Vc

584 A A A F F R Q
ス ス 付 看 (「H縁 部 門 囲 ジ
対 】十由 場 Vc

A B F I・ P H・ K Ⅸ

F, B D K K G G

Dの 上をい A, Z Z L P N Ⅶ a

A, B B Z M L・ I I・ O Ⅶ a

)の 上をA B A M P P Ⅶ a

B, D B・ F B I I スス付着 (国 縁部外面) Vll a

B F K O H 魚ス付着(EEl縁司同部,外面) Ⅷ a

A D A M H

B B B K, F P・ 1 I Ⅷ b

Z, A B A F, K P L I

A Z,A A F N N

B )の 上をA A K, F I I

B )の 上をA A 韻 腹縁に N N

Dの上を上 )の上をAF A K L I スス付着 (口 縁部外面) Ⅷ a

A トナメのA B ≧楽のF I G

)の上をお A A K,F,M O O Ⅵ a

｀フ体 上テ
こ止 る B

B B ⅣI P K O

Z, AP A, Z A Q C



図面

番号

地区名

遺構名)

調 整 文 様 色 調

特 徴 分 類
外器面 内器面

国唇部
(底面 )

外器面 内器面 日唇部 外器面 内器面

ll SA8 B 〕の上をE B M,G Q R Vb

「
7■メ・ヨコ¢

B・ Z A H B スス付着 (口 縁部外面)

Z B Z G P Xl

A・ Z A・ 」 A K・ O V スス付着 (口 縁部肉面) Xl

B,D Dの上をp
L I スス付着 (口 縁部外面)

―ナメのA,B F A L L

B B B F F
ヨコのA

A A N I 波状口縁

D,A B Dの上をA N・ V Iう N スス付着 (口 縁部外面) �

B, B・ ナ
ナメの A B・ A A G・ O G 波状口縁 �
Ｂ

〔
ナナメ

粗いA A N U 波状国縁 Xl

Z。 ナナメ
B Z・ AP M M Xl

B Dの上をA B G I �

A
ナナメのA,

「
目′′ トス 4 Z

上歩争Cょ る

ナナメの0 I I

上テヽ ICよ そ
タテの AC

「
あ指 △

到 ζよるB
ナナメのA 触 代回 G G

A, Z A (網代底) G・ K G
ス

外

ス
獣

:看 (ほ部外面 。胴

A A, J (網代底) G I 白色物付着 (底部外面)

B SA8 A,」 Z (網代底 ) H M

正歩きるよ る 工歩単こよ る
ナチ メの A (網代底 ) G S 白色物付着 (底部外面)

622 B A (網代底 ) G G 白色物付着 (底部外面)

623 B A (網代底 P) O O

B・ J ,ヽ粗いp (A) H H

625 B SA9 B Dの上をい F 連続 1 H H Ib

B B A K・ F P V スス付着 (口 縁部内面)

A 〕の上をい A K・ F? W N

628 A Dの上をA 丁寧なA 弔夢界騨 L N

A Dの上をハ A G G G

630 B B B F I L O 波 状 口縁 ,波 頂 部 に I

ス ス付 着 r田 霧 凱 猟 面 、

B ナナメのA,と A FP 1 L O

632 A 丁寧なA 丁寧なA F N GoN

]の上をA A A F H H Vc

B A F H V

635 狙い ナ ナ ク
3,ナナメのど A N・ I I �

:Bt｀タテのい B A G O・ L スス付着 (国 縁部内面) �

粗いA 輿 こよるE B G I Xl

Dの上をp 〕の上をA B N G �

B,」 L具 に よ そ
トナ アの A A N L �

A,D Dの上をハ A G G Xl



図面

番号

地区名

遺構名)

調 整 文 様 色 調

特 徴 分 類

外器面 内器面
(底面

外器面 内器面 国昏部 外器面 内器面

B SA9 B, J 丁寧なA 丁寧なA O B・ O �

642 B 砂謝色よると A A H Xl

Dの上をB A (A) I M

丁寧なA A (網代底) I D

645 け妙”
雫

乙

心

剌天t/9上昇
乙よるタテ
心Aィの

「
みA

(網代底) I R

646 yttLを B,J B, A (網代底 ) N・ L N

B A (A) H G

648 A, J 丁寧なA (A, J) I O

649 BS史 0 サ メのA,B A A 」 J �

A B A C C Xl

B B A K A X

SCl A B A G 1 l V 波状口縁,波頂部に I Tc

653 A Dの上をハ A KoF N R

B B A G P I・ L Vc

655 A B・ 粗いハ A G G

B B B F l H・ V スス付着 (国 縁部内面) Vc

B B A FoG R L・ V Vc

A A A F G K・ G Vc

A )。F鎚をい F M O Vc

A D A H F
看付

舟
ス
奎

ス
益

く胴部外国,
Xl

8 SC」 B, A B, Z B H E �

)の 上をA Dの上をハ A G・ N I ・ G 波状口縁,波頂部にP �

A A (網代底) J I

A A (網代底) K・ I I 白色物付着 (底部外山)

「 の上をA A (網代底) H H

B A (A) ウ Z

A A (網代底) ウ C

668 C SAl A B A E P L L Vc

G A B GoC H M スス付着 (口 縁部闘画) Ⅸ

[具によそ
R  A G G P し K

B B B F,M E・ P V X

B B B 景政 ほ長厖
π〕 ス F I N

D F,一 部 お K・ L l I Ⅷ d

A BoJ A K M H 波状口縁 Ⅷ d

F A K NoV R 波状口縁 Ⅷ b

F F A I V 波状口縁
ススホ十着 `口 緩判(内 面 )

677 D D・ J A K P G 波状口縁 Ⅷ b

B ),一部 p A K R I Ⅷ b

679 B B A K L I ・ O

D F A K W I

F
Ⅲの ■ ?
一 獣 A B K L N・ W 波状口縁 Ⅷ b

682 A B B K L N スス付着 (国 縁部外面)



図面

番号

地区名

(遺構名

調 整 文 様 色 調

特 徴 分 類
外器面 内器面 脚 外器面 内器面 口唇部 外器面 内器面

C SIAユ
Ⅲの上 を
一 部 A B B K O P スス付着 (国 縁部外面) Ⅷ b

684 D D A K ア N Ⅷ b

A トナメのA,」 A K O P Ⅶ d

トナメのA B B K K I Ⅷ b

F・ 」
Dの上管
一部 A A P L

688 F B・ F A V I・ L スス付着 (口 縁部外面) Xl

A A A M,H I I,H 只占付け文の上を刺突文

A ナナメのハ A 」・ F O P x印の刻み

丁寧なA A S ①

G G G R R

B B A F R・ I I

G A A N・ R X

695 A・ J A (網 代底 ) O G

A A (A) G I

F・ A (A) R L

片ナメのッ生セヽ A (A) I I

A A・ J (網代底) R R

F A N I

A A (Z) R I 白色物付着 (底部外面)

702 A A (A) S I 白色物付着 (底部外面)

SAl A・ 」 (Z) N N

B A・ 」 (A) O O

C SA2 A F I L

B A A K L L 波状口縁

707 D・ A D B K I I

F F,一部い B K I I

F F,一部い B H H

7 A A (A) F I

7 1 E・ F 〕・ 一部い (A) F I 自色物伺着

7 SA3 3,ナナメのプ D B P C C

7 3 SA4 A A N R 台付皿脚部

7 4 F・ D F・ D (A) N R スス付着 (内 面)

7 5 B D (A)

7 6 Sん5 B B B I I

7 7 D D・ F B O スス付着 (口 縁部外面)

7 C SA6 B B E L I・ H

7 B B H I

C SA7 A 3,ナナメのA A K O Q

B・ A いナナメのA A O O I

A B A R I

723 A 丁軍なA A M G O

A A (A) R L
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図面

番号

地区名

1遺構名)

調 整 文 様 色 調
特 徴 分 類

外器面 内器面
口唇部 外器面 内器面 口唇部 外器面 内器面

SA7 A A (A) Q L 白色物付着 (底部)

C sci B B B M G H

727 B を-32 A 担形押形) H H

A b-7 D A B M G G

A i-5 D B B 運続Q G [

730
～

B A A K 連続 I H 1

E ■いDoF 粗い Dの
B H

B ι-31 A B G・ N I 金雲母

B i-30 A A G I H

E B B B G,M G・ M I ・ K G・ K

E B B GoM GoM B B

736 E A A G I G

E A Z G G H

738 E B B 競いA・
種 結 ∩

U U I

739 E ,ヽ競 を/ B B 果い E・ Ⅲ 太い I M HoM スス付着 (口 縁部外面)

E Fの上をA D,F,E・ F
の上をA B 連続Q・

深いE とよると
、→董 筆 l

M H・ M

じ B,D鋭をB B・ D B
K・ ●・
理 1、 , P P スス付着 (胴部外面)

E A D A
い

ｏ

深
ｒ

E・
H HoM スス付着 (口 縁部外面)

E B,タ テの♂ B A 連続 I G G X

D B 丁寧なB B G O L

E B Dの上を上 B G
ミ破 政 憂
こよ る沼
揮ヽ 縮 ]

O G

A -7 A A A 深いG G O

 ヽi-7 B A A 深い E HoM HoM

A i-7 A ん rみ A A 果t^G・ � KoO H

E Fヽの上をッ A 深いG G L

E B 3・ナナメの O・ G V H スス付着 (口 縁部外面)

E 3・ナナメのノ
リ
ナ

・
Ｂ

の
Dの上を正

D・ 深いE
・ F

KoH H

A h-7 A・ D 丁寧なB A FoM I・ L I

E ),成をノ B B F・ M G G 波状口縁

A b-7 3,Dの上をノDの 上をヂ B GoM 連続 P HoM I

755 A i-8 A Dの上をど A G 連続 P H H・ Q
756 A A A A M 連続 P K H

A B B・ナナメ¢ン B L G K 波状口縁

758 A i-7 A 丁寧なA 強いB O・ QoL・G HoZ B

E 3,Dの上をI Dの上を E B K・ L H L

E B B B L L・ G E

E ナメのい B B FoM・ K G・ L C 波状口縁か

A i-8 3・ナナメのノ B ▲ 連続 Q H H

Ai-7 B B A 連続 J C O

A h-7 A・ D Dの上をハ A 連続 I P・ H H・ L
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図面

番号

地区名

遺構名

調 整 文 様 色 調

特 徴 分 類

外器面 内器面 癬 外器面 内器面 国唇部 外器面 内器面

765 A j_4 D・ B D・ B B 連続Q E G・ A 両面から穿孔 1

B ,-31 ),Fの上みヘ B A Q・ H M

E A・ B F,Fの上をお B 連続 J GoK G・ V

A h-6 D D A
ハ＼フ択 」り
に士 紬 う

I

連続 I B H スス付着 (口 縁部外面)

A j-3 Dの上をA Dの上をA Dの上をA G G I I 波状口縁

Aj-2 )の上をAA Dの上をA A lt官状工罪
の∩ K L

E f-8 B,ナメのA Dの上をB B K O I

E 3ナナメ¢力へ 3,Fの上をE A M C・ K K スス付着 (口 縁部内面)

D b-8 ψE・4 rt/J五 管
トナメあkF B K O OoL

A j-2 この上を
一JIB DoA A ① K I・ N W

A A,B D,F A O・ F・M・P G N I Ⅳ a

A j-3 A B B F o WI N R

777 A B
瑠入■サミイ⊂
kる B・ A A G I H 波状口縁,波頂部に

熙響6 Ⅳ a

Ac-8 A B A H・ F M Q・ 」 G I 波状口縁

A c-8 A 丁寧 なA A 果いG,F I N N 波状国縁 Ⅳ a

A ,-5 A A A G G・ P R 波状口縁 Ⅳ a

E B 翔天上昇ヤ【導
発チナメの A

B �l・ F O・ F P・ S S 波状口縁 Ⅳ a

B n-33 A B,D A 朗 I・ L I Ⅳ a

D b-7 B }Fの上をp Dの上 をA 1/1,F挺餅売C N I 波状 口縁

E B B B・ Z M・ G 連続 I S S Ⅳ a

B n-30 A Dの上をA B F・ O・ M G K U 波状回縁 Ⅳ b

786 Aa-7 A A A M・ G V 1 Ⅳ b

787 E B Dの上をB B F・ M P O Ⅳ b

E B B B G・ B K P 渡状口縁 Ⅳ b

A b-8 A Dの上をA A B・ G H・ Q H・ K 突帯にO,波状口縁 Ⅳ b

E B Dの上をA,Z B K・ F G O 聯 森鞠 而)

A A A A h/1・ F H C Va

A B Bサナメのど B F,M H・ L H スス付着 (口 縁部外面) Va

A j-3 A D・ F・ ―培V A G・ K N・ R U

E
Dの上をA
Fの

「
多A Dの上をA B K・ E I O G

a-7
`ゐ

rみ A Dの上をB A F,M P B B V

A b-8 B B O・ F I N O 波状口縁

797 A h-8 粗 い A 粗 い A A �I・ F H H 波状国縁

A ユー7 B D,一樹ζB B K・ F IoO L W 波状口縁,波頂部に Iと O

E B )。 Fの上をB B K・ E I P と・ シ 磐撃母豫ズr盟滞餅面)

Bフ ー32 A 3,ナナメのA A 茎統Q・ F O H 波状口縁

Bj弓 0 A Dの上 をA B 三続Q・ E N I

Do E B 丁寧な B B F・ G 連 続 I N R Vb

A I-8 ,ヽEの上をど ),Fの上をい A F・ G I C A 波状口縁 ,波頂部に リボン状
の空記 . 滞藉部に I

Vc



図面

番号

地区名

(遺構名)

調 整 文 様 色 調

特 徴 分 類

外器面 内器面 綿 外器面 内器面 口唇部 外器面 内器面

A :-8 A A A F・ G C C 波状口縁

Ab-8 A B A M・ F M・ Q O ウ・ Z 波状国縁,波 頂部にQ

E B ナナメα)′隼B A F I N G 波状口縁,波頂部に I

B k-3を
ラヽ状I具

【士る B B B F I O N 波状口縁,波頂部に I

B k-32 B B A F I N N 波状国縁,波頂部に I Wc

B ワー31 A A A F I N G 波状口縁,波頂部に I Vc

Ah-8 ナナメのA・I B B F I N N 波状口縁,波頂部に I Vc

A i-6 A A A F I・ G O V 波状国縁,波頂部に I Vc

Ai-3 B B, D B F・ G I Q H 波状口縁,波頂部に I Vc

A -2 A お A. R A F・ G A C Vc

A j-5 B B B F 〕 G Vc

A ,-3 A F A F 連 続 I P R Vc

A,-4 A A A F 連続 P O I Vc

Bn_31 D D A Rい G・ F I―奪rБG L N スス付着 (口 縁部外面) Vc

B O-31 A B A G・ F 連続 I N G Vc

B p―も2 ナナメのA B B ■冨択上具
蛋 H M Vc

A g-6 A D・ F A G I G G 波状口縁

D b-7 B 3Dの上をB B F 連続 I O I 波状口縁

822 A i-7 A A A F C・ Z C・ Z
ス ス 何 看  (四 稼 部 分 囲 ノ
府 燎 f■ 膨

A i-8 A A A R Q

A i-8 A Dの上をA A G H C スス付着 (口 縁部外面)

825 A i-8 A B A F G H スス付着 (口 縁部外面)

826 A l-8 A Dの上をA A F C H

827 D・ E Dの上をB )の上をB13 B G HoM K 7c

A i-5 A A・ -4邪D A F G K

829 Ai-8 A B A F L O

B m 32 B B B F・ G B B スス付着 (胴部外面)

E B 遷坪鳥繁司A F K N 部スス付着 (口縁部外面)

E B B B F P UoP Wc

Bι-32 A B F K C 胴部

Aも-8 A A 浅 い E G I 胴 部

835 A h-7 A F,郵 A 浅 い E R・ K R 日同著睡 V

B c-8 丁寧なA 3,F,報 G P P 胴 部 V

A B 阪状E呵慕に
よるB A l・・ K

HoO I R 後発せ陥一欄体 Ⅵ a

A D B 盈 Gヽ・ K O・ L O・ L 波状国縁 Ⅵ a

889 A b-8 Bデ刃トメのA B,F A F・ K L・ N N Wl a

A i-8 B B,剖 D B K・ F N N・ I Ma

Ab-7 A・ D A A G・ K O I Ⅵ a

842 A i-7 A A A G V N 波状口縁 Ⅵ a
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図面

番号

地区名

遺構名

調 整 文 様 色 調

特 徴 分 類
外器面 内器面

口唇 部
rに而 、 外器面 内器面 口唇部 外器面 内 器 面

B″ -32 B B・ A B G・ B N U 疲 状 口縁
面 而 か ら輩 詔 1

Ⅵ a

E 一 部 E BoD ・ E・ ヽ R・ L R Ⅵ a

D b-8 F・ D F・ D B G・ K R R・ I Ⅵ a

846
D a-8

一 部 I
ISの正 笹

一 致 F B K・ M I 。サ I Ⅵ a

E D・ B B
r・ ∪
4Bl心 rヽ

R R・ ア Ⅵ b

848 A 7 F鋭を正 A K・ F・M N I Ⅵ a

E D, F F B ・ F・ K V R Ⅵ a

3,ナ ナメのい B B K G I・ H Ⅵ a

Ai-8 A A A K I I

852 Ac-8 D A A K I I Ma

Ai-6 D D A K K I I Ⅵ b

D・ A D A
深い E B K R

855～ 856と 1司 ――個 体

"」
f臼 鬱 Ⅵ b

b-8 DoA DoA A
Ｋ

Ｅ
●
い

Ｂ
深 G・ B・K N R 波状口縁 ,波頂部にK Ⅵ b

Db_8 F, B B・ F B
深 い E B N・ カ R 波状 口縁 Ⅵ b

i-4 ナナメのp B B O F I し 波状国縁 Ⅵdl

858 A D D B G・ O I I スス付着 (口 縁部外面) Ⅵ c

E B ナナメのい A M・ G G 連続 P P U Ⅳ a

E B Dの上を攀 B M・ F IoO・ F N R Ⅳ b

A も-7 A A A 深 い G 架いGM O I・ L Ⅵdl

代 i-8 B B B F G・ K O G Ⅵdl

863 b-8 B A A 録 N N・ I Ⅵ a

h-7 A D A K K I O Ⅶ a

865 c-8 A・ B (,Dの上をど A O・ G M G G スス付着 (口 縁部外面) Ⅵd2

つり二
Eの上

Ь
Ａ 〕ナナメのい B K G・ V V,P スス付着 (国 縁部外面) Ⅵdl

r-8 B A B 果い G・ G I I 努概梓響(国縁部内面)

Ⅶ a

B B B O・ G U U Ⅶ a

,-4 B A・粗もヽ B・
R・ F A M I,G G・ V 努蟄丹響`(督壊離脈岳)

Ⅶ a

-8 争の上をA,い Fの上をA A M O し 度状口縁、波頂部にQ Ⅷ a

〕 b-8 )の上をBJ3 Dの上をB M I N・ Q Ⅶ a

う B B M I・ G G Ⅷ a

E 3,ナ ナメのp B,ナナメのA M G I Ⅷ a

i-7 A・ F F A 肥F努詰
ヌ N W Ⅷ a

i-8 D・ F・ B B・ F B M 連 続 P K・ R K・ N Ⅷ a

i-7 3・D嘘をど B A M IoN I・ N Ⅷ a

877 j-5 A・ DoF D・ F A L N・ Vヽ O・ N Ⅷ a

B i-32 Z Dの上をA A K B O Ⅷ a

B j-32 )の上をハA Z A M I V 表化物付着 (口 縁部内面) Ⅶ a

880 〕 b-8 3・ 先オメのプ 粗 い B A K R・ L RoW
努娑 料 警 (回 綴 ～ 胴郡 外 面

Ⅶ っ
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�面

番号

地区名

(遺構名)

調 整 文 様 色 調
持 徴 分 類

外器面 内器面 癬 外 器 面 内器面 口唇部 外器面 内器面

A j-7 D・ F¢注る
A R Dの上をA A M P N Ⅶ a

882 B i-3〔 Fの上をAP A・ D A M R R・ I Ⅶ a

883 Db-8 3,ナナメのい BDOr_を I B B I NoR Ⅷ a

E B・ D D,郵 B B B L I Ⅷ a

E B Fの上をB B 部
=幹

″ N I Ⅷ a

B ヲー32 A A A G・ M O L Ⅷ a

887 D b-8 Dの上をB正 Dの上をB B M I N 蚤餐尾【ち6帰諜好そ尋紀Ⅷ a

Db-8 Dの上をA Dの上をB B B I・ N Q・ M Ⅶ a

Ah-7 Dの上をA A A M I I・ J Ⅷ a

E B・ F 1の上をB,[ B B T P Ⅶ a

B フー3〔 A A (網代底 )
G G I I

剛 犬日縁 、TEU負糊S′ 【1と猪 豆見太
Ⅶ a

892 A i-6 Dの上をA Dの上をA A E・ K I 1 Ⅷ b

A i-6 D F A F,O・ K I N Ⅶ b

Aヲー5 A A A Э・ FoⅢ〔 運 続 I N [ Ⅶ b

895 A j-4 粗 い B )。Fの上をど A 熙い G・ K・ ( N R 庇状口縁、波頂部に 1 Ⅶ b

A ,-3 A,一部F F A F・ K R N 魔状口縁 Ⅶ b

Ai-7 Z,A,D F A K・ F K・ コ N 皮状国縁 Ⅶ b

Ac-8 D D,F A F・ K R UoR 度状口縁 Ⅷ b

A 五-6 A・ D D A ・鞭 稼
の∩

N I 皮状口縁、波頂部にO Ⅷ b

Ab-7 A・ D D・ F △ F・ K I・ N N Ⅶ b

A i-7 B Dの上をA A K・ F W R Ⅶ b

A j-3 A・ E D・ F B K・ G I I スス付着 (口 縁部外面) Ⅷ b

A j-8 A,D・ F ),Dの上をお A
謝とよるM N R・ O Ⅶ b

A j-8 A・ D・ F DoF A 黒い E・ K・M V・ Vヽ N・ W Ⅶ b

A D,F F △ OEの中l⑩ GoN N Ⅶ b

A B D A M・ O・ K N N Ⅶ b

907 Ac-8 A, D・ F ),Dの上をい A F・ Iヽ I 1 Ⅶ b

Aフー4 ,ゝDの上をお Dの上をA A E・ K R R Ⅷ b

909 A -7 〕,Dの上ね今 Dの上をA A E・ K

ミる

N・ I I Ⅶ b

910 A i-5 B F・ D B G・ K 1・ L R Ⅷ b

B ′-31 DoA DoA A F・ Iヽ N 」 Ⅷ b

B h-31 Dの上をA A A FoO・ M G I Ⅷ b

E B,D Dの上をB B 3,Cい G,K U U Ⅷ b

E B,Dの上を置 )Fの上をB B F・ K O N Ⅶ b

E ЙDO■を正 Dの上をB B・ F・ O KoN I・ K Ⅶ b

E 10■をB,I D K・ F・ B I L Ⅶ b

A i-6 D・ F A・ F A F�〔短い N N 波状口縁 Ⅷ b

Ab-8 D・ F A,′ D・ F A F・ A/1・ K M I I 波状口縁 Wll b

A Dの上をB Dの上をB A E・ K I I 波状口縁 Ⅶ b



図面

野号

地区名

遺構名

調 整 文 様 色 調
特 徴 分 類

外器面 内器面 絆 外器面 内器面 国唇部 外器面 内器面

920 A ナナメのA B A H・ I G 町 b

b-8 A B A F・ K・ N O I Ⅷ b

-3 D,E.部 A A・ D A F・ K I・ N I 波状国縁 Ⅶ b

A i-8 B,F D, F A ⊆・O・ EoG O H スス付着 (口 縁部外面) Ⅷ b

A i-8 D D A ■目割入撃
′【よる 鉦ヽ

R R Ⅶ も

925 A j-5 A B A FoM 」・ P R Ⅷ b

i-7 D D A P・ F 連 続 P NoU N・ L スス付着 (国 縁部外面) Ⅶ b

927 生 i-3 DoF・ A D・ F F M I R Ⅷ b

生 A A A F・ O L・ V I スス付着 (口 縁部外面) Ⅷ b

生 i-2 D,B D・ F A F N I スス付着 (口 縁部外面) Ⅷ b

A b-8 A,D D A F I I スス付着 (口 縁部外面) Ⅶ b

A ,-2 B Dの上をB B 瑚 硬稼 |こ

■ム ∩ N N Ⅶ b

Bけ 30 D,F D D K O・ P R Ⅵi b

D b-7 粗い A Dの上をB B M I L 両面か ら穿孔 Ⅶ b

D a-8 3,Dの上を正 D・ F B
＼フ1人ユリミ
こよ る M

N I Ⅶ b

E
'・

L9
/PF を B

B 卿 撃
こ止 る M

L・ R U Ⅷ b

E
プの 二 笹 Ь

聾 A Dの上をB B M P GoI Ⅶ b

E 「
■,上 老
R, R B K G G Ⅶ b

938 DoE 3,Fの上をB B,Dの上をB B E・ K 連 続 P I I Ⅶ b

E ナナメのA DDの上を握 B B U U スス付着 (胴部外面 ) Ⅶ も

E Dの上をB Fの上をB Dの上をB 竺な
4Ю ~ PoL P スス付着 (国 縁部外面) Ⅷ b

E コDの上をB D,F B 筆な・も
｀ G H Ⅷ b

A j-3 D A,一部 D B G・ K G O 波状口縁 Ⅶ b

A i-3 の

の
管 A,
務 A Dの上をA A O・ FoK N 1・ ア 後後料磐 (口縁部外面)

Ⅶ b

A i-3 A,D DoFの上/F/ A K・ F N L
霧 搭 景 罷 K(赤色廃料 付 着 Ⅶ b

A I-7 A,D A A 綿 r K I 受餐岸磐 (口縁部外面)
Ⅶ b

946 A j-7 A,D Fの上をAf A 溜奄留 U―培い/ ・
/・郵 U 贅姿料箸 (国縁部外面)

Vll b

A b-8 〕Dの上をB Dゝの上をA A OoE・ F I I 波状口縁 Ⅶ b

A h-7 A,D A A K N・ L O
口
村

択
ス

披
ス 響(口縁部外面)

Ⅶ b

E ,ヽDの上をA A A G・ F・ M O N R 憐後料薯'(告濠離偽普)
Ⅶ b

E Dの上を△ A A M・ G O I 波状口縁,波頂部にO Ⅶ b

A b-8 生,F址をハ )Fの上″A A 「
°四α卿駆

Cl主 ム0 P R・ N 波状口縁 Ⅶ b

E B Dの上をB B M・ O I・ L I 波状口縁 Ⅶ b

A b-7 A,B F A,J K W R ね桑何 (口 縁 部 外 国 ジ
Ⅷ b

A j-5 Dの上をA △ A M R R・ I スス付着 (国 縁部外面) Ⅷ b

ヽ ,-6 D D・ F A M W・ R WoR Ⅶ b

j-5 B,D, F F A K IoN I Ⅷ b

A b-8 B Dの上をB B 説呼
に

I I スス付着 (口 縁部外面) Ⅷ b

A h-7 A Dの上をA A K・ F G B・ h/1 B・ II Ⅷ b
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図面

番号

地区名

(遺構名

調 整 文 様 色 調
特 徴 分 類

外器面 内器面 辮 外器面 内器面 口唇部 外器面 内器面

Ai-6 A・ D D D FoM・ K G I Ⅶ b

B ll-31 D A A K R・ N IoG スス付着 (胴部外向) Ⅶ b

Bj-32 ,ゝBの上をF Dの上をA A MoF RoW R Ⅷ b

E B Fの上をA K N J スス付着 (口 縁部外面) Ⅶ b

E 朔Dの上をモ Fの上をB B MoO・ F I I・ O Ⅶ b

E b-8 B A ‰ 刷f
G B Ⅷ b

965 A j-7 A・ B A A F・ K R・ W Ⅶ b

Ai-7 D,F D A F・ K L R Ⅶ b

B h-31 B・ DoF DoF B 硬 い F・ K IoG I・ B 波状口縁 Ⅶ b

E B D・ F B K R V は 1八 日 柩 、 只白1」 矢 常

スス付着 (口 縁部内面 )
Ⅶ b

Bi-33 A Dの上をA A O・ F F V U・ L 波状口縁 Ⅶ b

Bi-32 )・ F互朔コ修p D F IoL R 波状口縁、波頂部にF Ⅷ b

Bヲー33 3,Dの上をど D,A・ Z A K N G Ⅷ b

E Dの上をB D・ F D。 一部B K H・ M I Wlも

E Dの上をB _獣 R A K I I スス付着 (口 縁部内面) Ⅷ b

E ,Dの上を_A

I‐‐メつヽ A B K U U Ⅶ b

騒 雷鵜 Dの上をA A・ Z O・ F・ K P・ ] HoI Ⅷ b

E・Db 8 糊 凱
脚

Dの上をB 摯 の
1・ R I・ H スス付看 (胴艦 辞 Vll b

Dの上をB Ь・ Ⅲ
Wハ トみ R. A K G 1 Ⅷ b

978 B h-33 A A A K・ 短いF I・ G G・ I 波状口縁 Ⅷ b

E B,D デ粗もヽB,D B ∪・ 賀巳い Ⅲ・
M・ K I N 賽娑村警 (口縁部内面)

Ⅶ b

}Db-8 A Dの上をB A ほ,O・ F,0 I I 縫沿ど角ぜ峯昂P星£Z否 Ⅷ b

E B, D 饂いA,D D 正・ O・ FK G I 安後将磐 (国縁部内面)
Ⅷ b

E Dの上をB Fの上をA Dの上をB K P U 波状国縁 Ⅶ b

A も-8 D・ A・ B D・ F D (・ Oう籾託王 U Ⅶ c

A b-8 ナナメのA Dの上をA Dの上をA KoE・ O N N くス付着 (口縁部
～
胴部外面 Ⅶ c

tJ85 A i-4 A・ B B B EoM・ O L I・ H スス付着 (口 縁部内面) Ⅷ c

A DO■をA翻 BDの上をA A KoM I・ N I Ⅶ c

987 Ac-9 B Dの上をA A 果いCrMK G I Ⅷ c

Aa-7 B Dの上をA A G・ F・ K I I・ L スス付着 (国 縁部外面) Ⅷ c

B DoA D・ F A q架 いE・ F I・ N I・ H スス付着 (胴部外面) Ⅶ c

B e-33 Dヽの上をA A A F I I Ⅶ c

E Dの上をB Fの上をA B
M・ 0・ K。

理 LⅢ F I I Ⅷ c

B∂-33 Dゝの_とをど A A O・ K・ F RoN IoR Ⅶ c

E A, A Dの上をA B 采いG・K・M I R
スス何看(日縁

#=舞譜)
Ⅶ c

B h-32 )の上/FAZ D,Z 2 M N I スス付着 (口 縁部外面) Ⅶ c

A i-7 A
・ゝ 羽又糎 も
のによ るA A O・ F I・ エ H・ K 婦紺 く口縁部外向リⅦ c

A i-2
Dの上を

A,D,A
A,一指Б]手

鞭 ってのI
A

ツ
『 尉 難 穆
色よるO・ E・
ラヽ叩 こよ

I・ H I

波状口縁、波頂部にヘラ

状工具によるO Ⅶ c

Bθ-32 A,D DoJ A K・ O・ F R RoJ 波状口縁 Ⅶ c
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図面

番号

地区名

遺構名)

調 整 文 様 色 調

特 徴 分 類
外器面 内器面 辮 外器面 内器面 口唇 部 外器面 内器面

E ).Fの上を[ )¢注をB・ J B フ1人上歩望

るヽ I・ F I ・ Vヽ I・ N 波状口縁 Ⅶ c

B フー3( B,F )の上をAム B フ1仄Jづ寸(

るヽ I・ F I I 波状国縁 Ⅶ c

B j-3( ,ゝDの上をF Dの上をA A K,O・ E I I・ H Ⅶ c

E Dの上をA A,F A K R・ N 波状国縁 Ⅶ c

 ヽI-7 F,A B,一部D B F ウ H 波状口縁 Ⅷ c

1003 E
Fの上をB Dの上 を B 粗 いB K G G 波状口縁 Ⅶ c

1004 E 3つの上をB Fの上をB B ヨコのK U U 波状口縁rna曇夏面ゝ Ⅷ c

△ i-3 【Dの上をA 生Dの上をA A FoK V N 波状国縁 Ⅷ c

A b-8 3Dの上をA B B K・ 妬三し
∩ ・

I I 波状口縁論魚界 )
Ⅷ c

ヽ ,-6 A,F,D D・ F A 深 い E・ K N・ エ I 波状口縁 Ⅶ c

B j-31 Dの上をA Dの上をA A K・ F I I 波状国縁 Ⅶ c

1009 B ∂-32 B
うρ の 二 管
ナナメの A B K・ O・ F GoN I 渡状口縁 Ⅶ c

♂-33 B, A Z F N G 波状口縁 Ⅷ c

D,B
租いL, D
の上をB △

M・ ∪・ 規

もヽ R・ K 1 I 波状国縁
(禽繊銚昂面)

Ⅶ c

D D・ F B K R・ L R
口縁部・ 胴部 外面 )

Ⅷ d

f-35 Dの上をA Dの上をA A K R G・ N Ⅷ d

ゝ b-8 Dの上をA ,ゝD嘘をい A K N 1 波状口縁 Ⅷ d

E B B B K V U 供 1人 四 豚

スス付着 (口縁部胴部外面 Ⅶ d

h-5 A・ B じ班剛人上 具

|こよるB A K G K 波状口縁 Ⅶ d

i-4 Dの上をA )Fの止をい Dの上をA KoM・ G I I・ H 渡状口縁 Ⅶ d

e-32 )F嘘をA F D K JoP P 波状国縁 Ⅷ d

笹
Ａ嘘蜘

■7_l二 を
一部 A A K U U 波状口縁 町 d

e-33 D,A 豆い G・ K I・ R IoO 波状口縁 Ⅶ d

c-8 B )・FOr_をA A CtヽGoK RoL R 波状口縁 Ⅷ d

Dの上をA Dの上をA CいG・ K I I 波状口縁 lll d

〕 b-8 )Fの上をB Fの上彩B B 豆い G・ K I I 波状口縁 Ⅷ d

Dの上をA Dの上をA B K G I 波状国縁 Ⅷ d

E )の上をAF D・ F Dの上をA K U・ V R
ス ス付 着 く口縁 部 ～

Ⅷ a

A i-3 B 粗いA Z K N R 口縁部に突起 Ⅷ a

1027 A c-8 D B K I I・ H Ⅷ b

E Fの上をB Dの上をB A K U R スス付着 (口 縁部外面) Ⅷ b

E Dの上をB 』夕,」こ管 A"
ナナメのA B K N IoN スス付看 (国縁部ェ四 vlu b

e-32 A・ DoF オナメのA,
Di F A K S・ N R・ N Ⅷ b

あ再勒 緞 軍 B K R・ L X VHlも

E υ1/9の とA
FのあとA F B K I・ U R 波状口縁 Vlll a

A D・ F Fの「 をA D K K IoL 波状 口縁 Ⅷ b

B B B・ A B K U・ W R。 1 波状口縁 Ⅷ a

E Dの上をA Fの上をB B 豆い G,K I I・ G 波状口縁 lu a

E Dの上をB D・Fの上をB B K R・ S I・ G 波状口縁 Ⅷ a
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図面

番号

地区名

遺構名

調 整 文 様 色 調

特 徴 分 類

外器面 内器面 癬 外器面 内器面 口唇部 外器面 内器面

1037 E )FのあとA DのあとA A K G・ I R・ Vヽ 波状口縁 Vll a

1038 E D B B K D K 渡状国縁 Vlll b

1039 E ♭FのあとF D B K I ・ W I  ・  W 波状口縁 VⅢ b

1040 A j-3 )・Fの上をい D A K R I 口縁部にコブ状の突起 VⅡ b

1041 B h-32 B・ D D B F・ K L・ R I 国縁部にコブ状の突起 VⅢ b

1042 E B B B K I H I・ G 犀躍薄好手軽苫卸 留ぎ Vlll b

1043 C~9 A,D A,D A く。O。 短い正 G I 努後料響
｀
印Ж外而)

Ⅷ b

1044 D 急こ息 D,F A B K I I

句曲力)ら 昇子し、1、 口縁部に
,ブ状突起、突起上は押圧
くス付着 (胴部 内面う

Ⅷ b

1045 ′-31 A ムイ
ツ

|えて A K R・ N V スス付着 (胴部 外面) Ⅷ b

1046 代 ュー4 B,D 色
彰

. D B K G・ V [・ V llu b

1047 E Dの上をB )・ Fの上をE Dの上をB K N・ I N・ I Ⅷ b

1048 E D・ F Dの上をA K U R・ Vヽ スス付着 (胴部 内面 ) Vd b

1049 B e-33 D,B D B K・ F N・ I G V」lb

1050 E Dの上をA Iあ士募公A,Dの上/FA K G I スス付着 (胴部 外面) VⅡ b

1051 A c-9 D,F D・ F D K I・ K G・ K スス付着 (胴部 内面 ) Ⅷ b

1052 E Dの上をB D, AP 8 K U U スス付着 (胴部 外面) lll b

1053 A c-8 Dの上をA DoF,」 A K R N la b

1054 E Dの上をA }君鄭B・ J BDの上を正 K・ F I I VIJ b

1055 E B B 雰ら豚 L M vul b

1056 B -3] B, A D B K 1 I VIH b

1057 E B
あ 卜み Aつ B 只 蕨 恨 縁

に 士 る 0
蒸し ∪`・
ョス 1、 rT

農い U・
]ロ スをヽ r wu b

1058 A i-8 A B B F・ KoC N N Ⅵl b

1059 A i-3 A A A 貝設腹縁 F P 1
朗
⊂ 謎巖観t匪 vu b

1060 B k-30 B・ D D D 。深いG [。 N U 瑚藉 VII b

1061 A i-3 A D A K 1 I・ L にJ豚部 に 突 起 、 突 迅 上 齢
ιπ日糾 陥 霧 ιrト ス ∩

Vlll b

1062 i-4 D・ F D A K N R vlu b

1063 A A D・ F B K N H Ⅷ b

1064 E Fの上をAP D・ F B K N I
スス付看 (国縁部～

l口獣 面)
Ⅷ b

1065 E B との 上 笹

ナナメのA D K I I Ⅷ b

1066 E μ 9_lI管
オナメのAP Dの上をB B K 1 I J

スス同看 (lJ稼 蛉 ～‖可部
,外 面Ⅲ ul b

1067 E 〕,Bの上をと )ドの上をと
Dの

「
≫A

B K I・ G l Ⅷ b

1068 E 3,D嘘をA D・ F,B B K P P ll b

噌鉤
，

Ｄ
チ Dの上をB B K G I Ⅷ b

1070
Dの上をA う,図 人上 具 B K R N Ⅷ も

1071 E Fの上をA )。 Fの上をI B K I I Ⅷ b

1072 B f-31 B, A A A K O I Ⅷ b

1073 E D・ F Fの上を
ナナメのA B K N・ I I・ H 日縁 ど榊C失嘔 らIッを` もワカ め そ

ス ス付 著 r□縁 部 猟 而 Ⅲ Vll b

1074 A i-2 A B A K ZoH K スス付着 (口 縁部両面) Ⅷ b

1075 D b-8 B。 一部 F D・

弊 A K → 判ζQ N。 1 YoL Ⅷ b

1076 E Dの上をB )・ F・強いモ B K G,N I 波状口縁 Ⅷ b
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図面

番号

地区名

遺構名

調 整 文 様 色 調

特 徴 分 類外器面 内器面 口唇 部
(度而 )

外器面 内器面 口唇部 外器面 内器面

1077 A b-8 A Dの上をA Dの上をA K H H 波状口縁 Ⅷ b

1078 B j-3( G G Z C・ G O O 本色顔料付着 (口 縁部外面)

1079 A j-3 A A A 深い E CoE・ O J JoM 舟桑督轟、く婦橿離紗胃)
Ⅸ

1080 E B B B C・ 深いE 併深いE W U Ⅸ a

1081 D a-6 B G? B EoC 架いE・ C 力 G Ⅸ a

1082 E G Bの上をG G C・ E 一部にG V Z Ⅸ a

1083 E B B C・ E 尊めのV 淡いP Ⅸ a

1084 E ・G叫巨て G・ H G C A・ イ イ Ⅸ

1085 A i-8 A B B C・ E O 。X・ ふ 舒懇鼻:脂議E只!強 ( Ⅸ a

E BP・ GP B B? F G L Ⅸ a

1087 A j-4 G G G C・ E N OoV 奥楚Wを 。(尾よE Ⅸ a

1088 Aワー8 A A A E・ F G H 橋状把手 (E・ F) Xa
1089 E A・ B C B C・ G 3の H・M 濃 い P 濃い P 要評奎渉曇肇岳裂謄1腎ぁ冑 lX a

1090 B 詈-31 A・ B Z G・ C O O Ⅸ a

1091 E G G CoE G・ K V Xa
1092 B j-30 G Dの上をA B GoC GoO N O 亦日顔科何石 に

'豚
～胴
… (々

Ｖ
Ａ

1093 B k-31 G G G CoG G M・ K M Ⅸ b

1094 B h-33 A A CoF T RoN Ⅸ b

1095 A c-8 丁寧な A 丁寧 な A 丁寧なA C・ G F H H Xc
1096 Db-8 丁寧な B G G F・ G G G G・ I L 波状口縁、波頂部にG Ｖ

五

1097 Da-7 B B B O・ G G I 1 Ｖ
五

1098 G G G 3・屋冨網
)謬踊

M H Xb
1099 Db-8 G G G イ イ Ⅸ a

1100 3n-30 丁寧な B △。B B CoA し・ B BoK ギIヱ;計篤ヱ愉軍が
起(°G Xc

1101 G G G A・ C K K �
ユ

1102 B・ G B B M Z Z Ic
1103 G G G CP Z T Ⅸ

G G し O X
1105 B G H L O Ⅸ

1106 E B B。 」 B
連続短

沈線文
JoG O M 巽陥飴 辮 X

1107 G G G C C・ G イ Ⅸ

1108 E fJ・ B ナナメ¢
廃 蛍 ・蘇

′よ
岳 V 濃いV スス付着 (口 縁部外面)

1109 E H・ G l・trアアメ¢
ヘラ磨き ・賞機D K K スス付着 g同部上半部内面) X

〕 a-7 G G G・ M R R

1111 Z )の上をてし
ょいなA EoC O 1 皮状口縁 P

1112 B B B 」 R R 波状口縁
ユ113 E B 3・ナナメのお B I I R Ⅸ

1114 B・ ナナメのA A C・ E N V X
G G EoCP L L 炭化物付着 (内面) Ⅸ

b-7 B 丁寧な B B F・ �I M R・ Q I
日 豚 い に 四 形 t/J矢起

切 尋 志 |
Ⅸ
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¬

面

　

号

型

　

番

地区名

遺構名

調 整 文 様 色 調

特 徴 分 類

外器面 内器面
口唇 遇
(廣面 外器面 内器面 国唇部 外器面 内器面

1117 E G・ H G G による 罰剤こよ
る遷硫Q 濃い P 濃い P 耶 脚 」甘ぁ戸貝先

Ⅸ

1118 E D・ F Dの上をA P C F スス付着 (国 縁部両面 ) X

1119 E ナナメのA D・ F A 靭 薮
オ)羊録〒∩

L N X

Db-8 Fの上をB Fの上をB,I A M H・ K A・ Z スス付着 (口縁部外面) X

D b-8 Dの上をB 3,ナ ナメA B
ミ破硯移
とよる I

[ L・ P X

1122 A b-7 B・ 鄭 D Fの上をB A K F I I X

1123 D b-8 B Fの上をA A K P I スス付着 (口 縁部外面) X

1124 E B B 謬驚 N R・ N スス付着 (口 縁部外面) X
サチメ A

E B F M ミ殻殻姦
生■る∩ H 刊 X

A A B A 祭いG・ M O H X

1127 △ c-7 A A A G
＼〕撻
強 る6 H B X

1128 A i-8 Dの上をA B B G I G I κ

A も-8 A A A F rtt」 G H X

A Bサナメのお B B GoM A H X

A i-7 A B A O P W N X

A i-2 B B B F・ 〔ヽ O N 波状口縁、金雲母 Ⅳ b

A A D・ A A O・ 深いG CoM CoM 皮状回縁,波頂部下位に突起 【

E B B B M,O・ G R 〔 スス付着 (口 縁部外面) X

E ,ゝDの上を[ B・ Z・ B B K・ F NoX O 型堪
`国

縁ネ猟百Ⅲ X

Bm-31 A B・Fの上tiA A M,G,O I R X

37 A i-7 D D A F・ K 連続 P G H X

A j-6 A・―糊ζD B A FoK I IoC X

1139 E 粗い B D 粗いB 深い ti・ M O L X

i140 E 粗い B !量鍮伝
K,深 し N R X

l141 A b-8 A Dの上 を A △ F・ �生 F R・ U N X

1142 A a-7 D・ F )Fの上をプ A 導,O・イ栗して I,O。 ( 1 カ 波状口縁 X

1143 E )・Fのとをお
Dの上をA
Fの上を
チチメのA

B
フ4え嶋鷲て

るM・ G・
形てo∩

G N・ L R X

D b=8 B ナナメのA A M・ F G H X

A i-7 Dの上をA B Z M I W X

A b-8 A・ F A・ B A O・ F,M U RoN X

A a-7 D D A タテ売市の I 連続 I N O 薄くスス付着 (口 縁部内面) X

E B BoD A G・ B イ・ C C X

1149 E
3・ J寧なr Dの上をA B

ラヽリヨ砂謝て
とるA/f.G I I 波状口縁 X

1150 E D・ B B・ D A G・ K R I 努 ダ 母 蟹 (国 綴 郵 外 面 う X

1151 D b-8 B Dの上をB K N I・ N 口縁部に突起 X

1152 A L-7 ,ヽナナメのど n′ゐ rあ A A K I H X

1153 E B B P突帯 I O・ X P 11馳とともに風化著しい。同
―l固体の可能性もある。

X

1154 E B,タ テのA B。 一部G B・ Z P突帯 連続 I N・ U P X

1155 E A
壁Ь・ Dr/9主
とA A O・ F I I 買掛脅薯(国縁部両面)

X
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図面

番号

地区名

(遺構名

調 整 文 様 色 調
特 徴 分 類

外器面 内器面
口唇 詈
rに百 外器面 内器面 口唇部 外器面 内器面

1156 A ,-2 Z A・ D Z
F・醜 縁

によるO
O・ I H・ N

僑 】犬把 芋 、 そ の 上 に K、

朝翻 Ⅷ
乙

1157 E A A
説

万

Ｈ
Ｑ
３

・
続

Ｅ

壺 N R 暴渥鈴弓脚 ぜ
1158 E 3,ナナメのか B ⑥ H・ L H・ I �

1159 代 i-7 F B (網 代底) H M スス付着 (口 縁部内面) �

1160 A i-7 E F ⑥ I I・ H �

1161 A i-7 A D・ F B G L �

1162 A a-7 〕。Eのと拶 Dの上をA B G �

1163 B A・ E ),Fの上彩F A E・ B A �

1164 E
"Fの

上を[ B・ F B 【・ N I・ R �

1165 E
,t/9‐ ゼ b
*日 い B 〕・F帆 をど B R° N N・ G �

1166 -7 A A Ａ
∩

1 N 渡状口縁

ユ167 i-6 評好戦|
A・ D・ F Ｄ

ω G・ V O・ K 渡
ヤ稽 口縁割■ 底部外面 Ⅷ a

1168 B e 32 D・ F サ メのA・ B A K R N 波状国縁 X

1169 生 b-8 )・ Fの上を/
3・ナナメα〃

△ 安掛料箸(口縁部外面)
�

1170 E
・ ●の上を

_挙引くR 3サナメのい
Dの上をB X R 波状口縁 �

1171 3,ナ ナメのA 3,ナナメのい B I・ N R 賽倭料磐(胴部内面;

�

1172
D,F,Dの
二をB,B,A D・ F A B・ K ケ

叉択 四 豚 、快 惧 い ′峡 蕨 版 夢

DQ、 スス付着徊縁～胴
鴨 ;

�

1173  ヽb-8 A Dの上をA A I I 両面から穿孔 1 Ⅷ b

1174 B f-33 A A △ N W 卑 帯 ぼ 言
(口 縁 瀑 困 向

'
Ⅷ c

1175 B ワー32 Dの上をA D Dの上をA N R Ⅷ c

1176 B ワー33 A, D・ Ⅲ
の上 をA A A R・ L R Ⅷ b

l177 A j-6 B 3,Dの上をB B N L スス付着 (国 縁部 外面) Ⅷ b

1178 E Dの上をA Dの上をB Dの上をB O IoL スス付着 (胴部 外面)

1179 B ,-31 Dの上をB
.ヽFとの 卜あ F

Dの上をB,
Fの

「
歩B A O・ V H・ K 波状口縁 Ⅷ c

1180 E D,F 〕,Dの上 を
R   rx B BoG B・ G 波状口縁 Ⅶ c

A i-2 D,F D B X・ ア・O S・ X 波状口縁 Ⅷ b

1182 A i-7 B )。Fα江二

'う

今 B E G I 波状口縁 �

1183 A j-5 D,E Dのあと
一部A A IoN I 烙簗母

縁、波頂部に孤状
Xl

1184 ,-3 A A・ F A N N 雰後藉 β`雪提婁野岳
コフ状r

�

ユ185 A つヽの上をお生,D鋭をA A N
波状口縁、波頂部にリボン夢
突恩 Pり 君シ状突起の下に
F・ 滲お下ケr7_tt「 I

�

1186 i― 電 3,Fの上をB B,Dの上をB B 深い E R・ K R 波状 口縁 �

1187 B ナナメのA A, D A I・ ア・ P I・ ア・ P 波状口縁、把手 �

1188 生 h-4 A A・ 」 A I R
調色

砂　】
］ヽ幅”

幹蜘ｔまヽ外‐，』
脚台付

浅 鉢

1189 c-6 A A F A B Il形の透し4

1190 ヲー6 B, A ナナメのA A N O i浅鉢 )(口
縁銘員面内面 )

1191  ヽh-4 削りの後A 削りの後A A F R X (浅鉢)
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図面

番号

地区名

〔遺構名:

調 整 文 様 色 調
特 徴 分 類

外器面 内器面
口唇 督
(底而

外器面 内器面 口唇部 外器面 内器面

1192 A i-3 B B B F・ O PoO G I

(浅鉢 )

波状口縁,波頂部にP
脚台A
浅 飼

1193 A h-5 Z G G I N (〃 )

1194 A k-31 A A・ Z Z 栞いG・ F G R N
)ぎ滓禦醍

一個体

B ゼー3と A A A 栞いGoE N R (〃 )「SJ字状■

A j-4 A A A・ F P・ F I I ・ O (〃 )P突 帯

A h-4 A A A Q P R (〃 )

1198 A e=7 A A A ケ ケ・ K (〃 )P貼 付突帯

1199 A c-9 A Dの上をE A
■・ し°コJ目
r!ス Tヽ

A Z (〃 )Mのある貼付突帯

1200 B k-3( A 雑なA A G G B H く晟毎不)双イ犬十J形簗戻〕R剖
'こ

に,

嵯 条の突驚 と(上 _
1201 B e-3を B B (B・ A) F GoL L・ G (脚台 )

1202 B i-3( B・ A B B I I

(浅鉢)波状口縁、波頂凱
コブ状突起 4カ 所、内 2

カ所に両面から穿孔
(脚台)連続 」の突帯 3条
横長稿円透し4個、
綿 三 烙 田 驀 l,lm

1203 △ A A 囲1踊淋
ω

K,F・ G R N (脚台)半欠の透し1個

1204 A a-7 A △
lHl椰部 14J嘲天峡

乙■る 0 B B (〃 )透 し2カ 所以 上

1205 A c-9 A A
脚端部
ω

短いC,
読 J

B M
く〃 )透 し Z力 防以上、

品後蚕房♀寮紫淫熱粋≧
1206 A b-8 A 脚榔部 GoM H・ Q I (〃 )

1207 A c-9 B A 脚端部
(A)

M S O・ I 脚台)

pHl曰 何
隻 鉢

1208 A c-9 A B
部
う

踊

Ａ

測
て

F IoR U 〃 )

1209 A c-9 A A
部
ｊ

踊
Ａ

測
て

G N 〃 )

1210 A c-9 A B 部
う

踊
Ａ

脚
て

短い F G・ L I 〃 )

1211 A L-7 B A 部
う

踊
Ａ

脚
て

CoH H く〃

'半字形透 し

1212 A c-9 A A 4Rl踊淋
(A)

F C・ H H

1213 A c-9 A A 部
う

踊
Ａ

脚
‘

M B L (脚台 )

1214 A e-7 A A IIRl踊部
(AⅢ

F G G (〃 )

1215 Bf-3' A A A G I I・ O (辰算 ,

貼 付 の 剣 離 痕 が あ る

1216 Bゼー3を A Dの上をA A G L G (〃 )

1217 B h-31 A・ B A 脚 踊 訃
(B)

I O (脚台 )

1218 B A Z 脚 踊 部
rA赫

O I・ C I・ C (〃 ,

透 し 2カ 所 以 上

1219 Bι -31 G B・ A・ J
BAl踊部
rAⅢ

O・ G R・ L R・ L (〃 )

1220 E A・ B B・ 粗もヽB B G・ H G I I
く臓

"李

ノ タト担Jイ C脚由1」 ラミt'

文,波状口縁

122ユ E B A・ B A M I I 憂渓名族,波頂部にO
1222 E B B B I I (〃 )

1223 E タテのA,J A・ B・
ナナメのA

胆榔め蔚
前

μ

I I (脚台)

1224 D a-6 タテA A・ B B B
拶

,

2カ 所以上

1225 A i-3 F A (網代底) C・ ウ B 底 部

1226 A j-2 A・ F A (網代底) P・ G
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図面

番号

地区名

遺構名)

調 整 文 様 色 調

特 徴 分 類
外器面 内器面 口唇 部

(底面 う 外器面 内器面 口唇部 外器面 肉器面

1227 a-7 粗 もヽA A (本の葉サめ I L 底 部

1223 i-8 A A (網代向 C C

1229 B ei32 A A・ B I I

B i-30 F A・ 一部D ① I カ 曰身粋磐弓番曇識審印)

B F A・ B ① I I 臼色物付着 (底部外面)

1232 B ι-30 」,A万且�l心

ナナメの メ
暉 なA,」 ,

I IoN スス付着 (胴部外面)

1233 B h-31 F A (網代底) H H

B h-30 Fの上をA A (網代向 H H

B 影-32 E F (網代底) I R スス付着 (底部外面)

B タテのA (網代Ю R R・ N
D a-8 E A (網代底) R R

1238 D A A 師 の葉向 I I

E B A 餘 の葉向 H・ M H

E E・ B B (網代め N R,O 白色物付着 (底部外面)

Eの上を
ナナメのA オナメのAお (網代サめ B H

i-7 E A (網代向 H H

c-8 E A (網代底) ウ ウ

代 i-6 Eの上をA A・ J 本の葉向 C C

A i-7 F A (網代底) I G 底 部

A B 条 痕 本の葉底 I・ L I

A i-7 A A・ 」 (網代底) C B

A i-7 E A・ J (A) H・ I HoK
D b-8 E A (網代底) J B

D b-7 A A 本の葉底 | B H

B m匡 駅 E・ F A 本の葉底; B M

B i-31 A A (網代底) G I

1253 B rrr叡 A A (網代底) I I

B ワー& Eの上をB A (網代底) B A

1255 B n1 31 A A (A) ラヽによるF G V 赤色顔料付着 (内 面)
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図

版

１

A地区 違 景 (北から)

A地区 SAl
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図

版

２

A地区 sA2

臼 1蜘

A地区 SA3遺 物出土状況
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図

版

３

離
甲
任
「 謙

A地区 SA3

ざヤ
学

イ‐

　

．

■|ヽ生JⅢ!‖‖■■i

A地区 SC15

ユ
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A地区 卜8グリッド遺物出土状況
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図

版

５

A地区 SAl(弥 生 )

B地区 竪穴住居検出状況 (南から)
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図

版

６

B地区 竪穴住居群 (東 から)

B地区 竪穴住居群 (東から)
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図

版

７

B地区 SA2

B地区 SA3
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図

版

８

B地区 SA4

14

泌

|¶
争1烈輛
常謹

B地区 SA5
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図

版

９

勒 ‖1協

鵡
″IIIII Ⅲ

熱

礁

B地区 SA7

B地区 SA8
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図

版

１０

耳

‰れ�唾

^
1学|―i繍

B地区 SA9

B地区 SA10
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